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【
要
約
】
　
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
各
地
域
の
個
別
土
器
編
年
の
呈
示
を
行
い
、
地
域
聞
相
互
の
共
伴
関
係
、
変
遷
過
程
の
相
似
性
あ
る
い
は
周
辺
諸
地

　
域
の
関
係
か
ら
、
遼
東
半
島
土
器
編
年
を
中
心
に
、
当
該
地
域
の
土
器
編
年
網
を
確
立
し
た
。
そ
の
上
で
、
土
器
地
域
圏
の
変
容
を
示
し
、
新
石
器
時
代

　
か
ら
青
銅
器
晴
代
へ
の
変
遷
過
程
上
の
特
徴
を
表
わ
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ほ
ぼ
新
石
器
時
代
を
一
貫
し
て
遼
西
、
遼
東
、
黒
龍
江
省
と
い
う
三
土
器
地
域

　
圏
が
鼎
立
し
て
お
り
、
新
石
器
時
代
末
に
一
部
地
域
圏
の
変
容
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
地
域
圏
の
決
定
的
崩
壊
が
青
銅
器
隠
代
段
階
に
存
在
す
る
。
そ
の
段

　
階
に
は
、
総
轄
か
ら
遼
東
・
黒
龍
江
省
へ
青
銅
器
が
伝
播
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
圏
を
凌
駕
す
る
形
で
、
新
し
い
土
器
組
成
が
拡
散
し
、
地
域

　
圏
の
拡
大
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
薪
石
器
舌
代
宋
の
地
域
圏
の
変
容
が
盾
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
土
器
組
成
の
変
革
は
霊
寺
地
区
以
北

　
に
限
ら
れ
て
い
る
。
遼
東
半
島
か
ら
西
北
朝
鮮
一
帯
の
土
器
に
み
れ
る
地
域
性
は
、
燕
文
化
が
檸
長
し
た
段
階
で
も
、
そ
の
伝
播
範
囲
を
自
ら
の
地
域
圏

　
内
に
と
ど
め
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
地
域
圏
を
越
え
て
本
格
的
に
中
原
の
文
物
が
朝
鮮
半
島
に
流
入
す
る
の
は
、
秦
漢
帝
国
の
成
立
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
従
．
天
当
該
地
域
の
編
年
網
を
確
立
す
る
．
と
賎
東
北
ア
ジ
ア
の
先
史
社
ム
冨
を
考
κ
る
際
の
基
礎
的
な
編
年
饗
雛
冒
三
九
八
五
隻
∴

は
　
じ
　
め
　
に

長
城
は
、
北
方
の
遊
牧
民
と
定
着
農
耕
民
で
あ
る
雪
気
と
の
対
立
抗
争
の
場
と
し
て
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
の
対
立
抗
争
こ
そ

が
中
国
史
を
動
か
し
て
き
た
一
つ
の
動
力
源
で
あ
っ
た
。
長
城
を
越
え
、
東
夷
の
地
ま
で
版
図
に
入
れ
た
の
は
、
上
谷
失
脚
下
五
郡
を
設
置
し

た
燕
の
動
き
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
、
諸
種
族
を
内
包
す
る
中
国
東
北
地
方
を
、
中
国
史
書
上
に
恒
常
的
に
登
場
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

の
時
期
は
、
燕
の
昭
王
代
、
す
な
わ
ち
戦
国
後
期
に
あ
て
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

そ
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本
稿
で
は
、
中
国
系
文
物
が
直
接
的
に
当
該
地
域
に
流
入
し
始
め
、
本
地
域
を
恒
常
的
に
歴
史
の
舞
台
に
登
場
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
燕
の

五
郡
設
置
を
以
て
、
そ
れ
以
前
を
先
史
と
規
定
し
、
中
国
東
北
地
方
の
先
史
土
器
の
様
相
を
探
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
土
器
編
年
と

そ
の
分
布
域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
こ
れ
は
、
考
古
学
上
の
文
化
を
知
り
得
る
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
り
、
文
化
単
位
を
よ

り
細
か
く
把
握
す
る
場
合
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
分
布
域
を
も
と
と
し
た
地
域
別
で
の
個
別
編
年
の
呈
示
を
行
う
。

そ
の
後
、
地
域
別
編
年
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
東
北
地
方
の
先
史
土
器
編
年
網
を
得
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
総
合
化
に
あ
た
っ
て
は
、

資
料
が
最
も
豊
富
で
あ
る
遼
東
半
島
編
年
を
基
準
と
し
、
周
辺
諸
地
域
と
の
関
連
の
中
か
ら
、
魚
期
的
併
行
関
係
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
し
て
、
こ
の
編
年
網
の
上
に
、
土
器
地
域
圏
の
変
遷
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
基
準
と
す
べ
き
遼
東
半
島
の
先
史
土
器
編
年
は
、
学
史
的
に
は
ど
の
様
に
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
前
に
は
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

亜
考
古
学
会
・
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
一
連
の
調
査
が
あ
る
も
の
の
、
資
料
不
足
や
分
層
発
掘
の
不
十
分
さ
の
た
め
に
、
そ

れ
ら
の
正
確
な
位
竃
づ
け
が
十
分
為
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
た
。
先
史
土
器
編
年
案
が
示
さ
れ
た
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

最
初
に
編
年
案
を
示
し
た
の
は
修
羅
臣
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
中
朝
合
岡
調
査
の
成
果
を
も
と
に
し
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

和
国
と
略
称
す
る
）
の
編
年
案
は
、
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
年
、
中
国
側
の
分
層
発
掘
の
成
果
を
も
と
に
遺
跡
別
・
層
位
別
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
⑥

相
対
序
列
が
整
理
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
許
玉
林
や
小
川
静
夫
の
論
致
が
そ
れ
で
あ
る
。
両
者
を
見
比
べ
た
場
合
、
共
和
国
側
の
編
年
案
・
発
掘
資

料
を
参
考
に
し
て
い
る
小
川
の
方
が
よ
り
詳
し
い
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
両
者
と
も
層
位
の
序
列
化
に
終
始
し
て
お
り
、
土
器
の
系
譜
関
係
や

様
式
観
に
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
両
者
の
層
位
序
列
と
は
大
き
く
異
な
ら
な
い
も
の
の
、
少
な
い
一
括
遺
物
を
基
準

に
し
て
、
従
来
一
時
期
と
考
え
ら
れ
た
土
器
群
の
細
分
化
の
努
力
を
行
う
。
更
に
、
戦
前
の
未
発
表
資
料
の
分
析
に
従
っ
て
、
よ
り
詳
し
い
編

年
の
作
製
を
目
論
み
た
い
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
か
な
り
大
ま
か
な
編
年
観
し
か
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
立
代
併
行
期
以
降
に
注
目
す
る
。
同
時

に
、
型
式
学
的
研
究
法
に
よ
る
系
譜
関
係
の
追
求
と
土
器
組
成
の
把
握
を
為
し
た
い
と
考
え
る
。
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①
　
澄
瞬
正
｝
「
遼
東
半
島
の
先
史
遺
跡
」
（
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
第
四

　
一
九
七
九
年
）
。

②
　
修
柱
臣
門
東
北
原
始
文
化
的
分
布
与
分
期
」
（
『
考
古
阯
一
九
六
一
年
第
一
〇
期
）
。

③
　
覇
⊥
甲
共
同
発
掘
…
隊
雫
某
国
｛
果
北
地
方
引
「
遺
跡
発
幽
思
報
出
口
』
　
　
九
六
六
年
。

④
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所
・
歴
史
研
究
灰
「
紀
元
前
千
年
紀
前
半
期
潮
古
朝

　
鮮
文
化
」
（
『
考
古
民
俗
論
文
集
』
第
［
輯
　
｝
九
六
九
年
）
。

⑤
　
許
玉
林
・
許
朋
綱
．
高
莞
茨
「
旅
大
地
区
新
石
器
時
代
文
化
和
撚
晶
淵
時
代
文
化

　
概
述
」
（
『
東
北
考
古
与
歴
史
隔
第
　
輯
　
一
九
八
二
年
）
。

⑥
小
川
静
夫
「
極
東
先
史
土
器
の
　
考
察
」
（
『
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

　
研
究
紀
要
』
第
　
号
　
　
一
九
八
二
年
）
。

醐
　
地
　
域
　
区
　
分

中丸東北地：方における先史土器の編年と地域性（宮本）

　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
か
つ
て
、
柊
柱
臣
は
中
国
東
北
地
方
を
六
つ
の
地
域
に
分
け
て
原
始
文
化
の
分
布
と
分
期
を
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
。
大
勢
で
は
、
こ
れ
ら

の
ま
と
ま
り
が
現
時
点
で
も
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
シ
ラ
ム
レ
ン
河
流
域
を
含
む
遼
河
以
西
か
ら
豊
山
以
北
に
か
け
て
の
遼
西
、

遼
東
半
島
、
吉
林
・
長
春
を
中
心
と
す
る
吉
長
地
区
、
大
安
・
糠
星
な
ど
吉
林
省
北
部
を
含
む
松
轍
平
原
、
三
江
平
原
・
牡
丹
江
流
域
、
図
猿

江
流
域
で
あ
る
。
こ
の
内
、
図
嚢
江
流
域
は
、
成
鏡
北
道
を
中
心
と
す
る
東
北
朝
鮮
と
共
に
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
区
分
を
先
史
時
代
を
通
じ
て
よ
り
大
き
な
地
域
圏
と
し
て
包
括
す
る
な
ら
ば
、
結
論
的
に
言
っ
て
、
遼
西
、
遼
東
、

黒
龍
江
省
の
三
地
域
圏
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
内
、
遼
東
と
し
た
も
の
は
遼
東
半
島
、
吉
長
地
区
を
さ
す
が
、
そ
れ
ら
の
他
に
、
両
者
の

中
間
に
位
置
す
る
渾
河
流
域
を
中
心
と
し
た
藩
陽
地
区
に
注
目
す
る
。
こ
こ
で
は
、
近
年
遺
跡
が
集
中
し
て
発
見
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
地
域

的
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
共
に
、
遼
西
と
遼
東
を
対
比
す
る
場
合
に
も
璽
麗
な
位
置
に
立
地
し
て
い
る
。
更
に
、
こ

れ
ら
諸
地
域
に
加
え
、
同
種
の
土
器
分
布
圏
を
示
す
西
北
朝
鮮
を
議
論
の
対
象
と
し
、
遼
東
と
し
て
の
広
範
な
地
域
圏
の
特
亀
と
そ
の
影
響
関

係
を
示
し
て
い
き
た
い
・
ま
た
・
松
肇
原
一
二
江
平
原
．
牡
丹
江
流
域
を
ま
と
め
て
黒
龍
江
省
と
し
≦
幾
年
と
巖
す
・
揚
虎
評
黒

龍
江
省
を
更
に
細
か
く
地
域
区
分
し
て
い
る
が
、
現
資
料
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
二
地
域
以
上
に
個
別
編
年
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
資
料

数
の
増
加
を
待
っ
て
地
域
細
分
を
行
い
た
い
（
第
一
図
、
第
一
表
）
。

　
①
　
修
柱
芯
「
東
北
原
始
文
化
的
分
布
与
論
難
」
　
（
『
考
古
』
　
一
九
六
一
年
第
一
〇
　
　
　
　
②
楊
虎
．
課
英
傑
・
県
境
湘
「
黒
穗
江
古
代
文
化
初
論
」
（
『
中
国
考
古
学
会
第
一
次

　
　
期
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
会
論
文
集
』
一
九
七
九
　
　
一
九
八
○
年
）
。
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地

遼　　東

第エ表中国衷北地方における先史時代主要遺跡地名表

区 騰1遣筆名 所 在 地

遼東半島

藩陽地区：

西北朝鮮

吉長地区

1
2
3
4
5
6
7
8
9
G
1
2
3
4
5
6
7
8
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
ー
エ
ー
1
ー
エ
田

子
山
科
料
墓
窪
山
村
村
村

舵
平
家
上
上
頭
鉄
家
家
家

計
四
文
層
楼
羊
老
恥
勢
於

舵頭積石墓
双房石蓋石棺墓

単口上・高麗塞

小
酌
蹴
上
高
後

珠
家
確
馬

麗　誠

山
村
樹
石
山
澁

遼寧省旅大市甘井区

遼寧省旅大市甘井区

劃寧引潮大市甘井区

劃寧省旅大市甘ダ権ζ

遼寧省旅大布甘井区

遼寧省大刷市旅順口出

遼寧省大連市旅順口区

遼寧省大速師旅順口区

遼寧省大連市旅順コ区

遼寧省大運市旅順口区

遼寧省大連市旅順口区

遼寧省薪金県

遼寧省新金聾

遼寧省長海漿広鹿島

遼寧省長海山広鹿島

遼寧省長腰県広鹿島

遼寧省長海山大長山島

遼寧省長海細大長山島

遼寧省丹東墨東溝同

韻
順
子
子
⑳
子

工
窪
ト
面
河

　
　
家
　
立
道

　
　
　
　
台

新
肇
鄭
山
高
二

20

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

遼寧省瀬陽市

遼寧省洛陽市

城寧省溶陽市

遼寧省新畑県

遼寧省新民県

遼寧省遼郡県

美
双
新
篁
土

な
∪
　
7
　
8
　
9
　
0

9
飼
　
2
　
2
　
2
　
∩
0

松
鶴
岩

城

里
里
里
山
里

平灘北道義州郡

平安北道龍川郡

平安北道醜用郡

平安北野定州郡

慈江道中江郡

1
2
3
4
へ
5
6
7

3
3
3
3
3
3
3

西
陣
騒
長
土

道　嶺

磨
団
星
川
蛇
城

子
山
山
喰
溝
山
子

吉林省吉林市

告林省吉林市

吉林省吉林市

吉林省吉林市

吉林省吉林市

吉林省吉林市

吉林省吉林市
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中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

遼　　西

8
9
G
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
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第1図　中国東北地方における先史時代史要遣跡分布

二

遼
　
　
　
東

－
地
域
鋼
土
器
編
年
e
l

↓
遼
東
半
島

　
（

　
層
位
別
あ
る
い
は
遺
跡
別
で
の
時
期
的
対
応

関
係
を
第
二
表
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
層
位
関

係
の
検
証
等
を
も
と
に
同
種
土
器
群
と
考
え
ら

れ
る
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様

に
し
て
作
ら
れ
た
層
位
序
列
を
各
々
一
時
期
と

認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
時
期
設
定
を
行
い
、
各

時
期
の
土
器
の
特
微
な
ら
び
に
そ
の
細
分
案
を

示
し
て
い
く
。

　
　
　
①

　
小
珠
山
は
こ
の
地
域
の
標
準
遺
跡
の
一
つ
を

為
す
。
小
珠
山
下
層
は
、
第
二
表
に
示
し
た
様

に
遺
跡
単
位
で
の
層
位
の
差
し
引
き
か
ら
み
て
、

現
時
点
で
最
も
古
い
土
器
群
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
層
を
三
珠
山
下
層
期
と
設
定
す
る
。
小
珠
山

下
層
は
、
平
底
の
深
鉢
を
主
体
と
し
、
少
量
の

壷
を
伴
う
。
滑
石
を
混
入
す
る
土
器
が
主
で
あ
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中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

　　　　　　　　　　第2表遼東半島先史時代土器編年表

編 年 包 含 層 1墓 葬

四珠山下層

小珠山中層

呉　　家　　村

小珠山上層

双花子1期

双陀子2期

印花子3期

上馬石A地点下層

上馬石A地点上層

上
馬
石
下
層

郭
家
村
5
層
郭
家
村
4
履 3

暦

郭
家
村

　
　
A
地
点

文
家
屯

　
　
　
1
層

郭
家
村
2
・

上
馬
石
中
層

B
・
C
地
点

文
家
屯

南
　
　
窟

蛎
薩
闘
高
麗
城
山

豊
麗
村
下
暦

宇
一
下

舵一

子
一
↓

将
軍
山

老
鉄
山

四
平
山

　
　
積
石
塚

双
舵
子

　
　
2
号
墓

単
索
子

　
　
1
号
墓

単
花
子

羊
頭
窪

於
家
村
上
層

T

t t

高

上
馬

騰上墓・楼上墓

罪家村12号墓

＿石
　
B
狂
地
点

上
馬
石

　
上
　
層
1

家
村
下
贋
1
期

　
　
　
　
　
｝

・

－
号
住
居
肚

崩
上
墓
下
層

麗

塞

・

　
　
2
期

家
村
下
層

：
一
↓
・

　
　
翁
棺
墓

上
馬
石
2
号

　
　
　
石
棚

双
房
2
号

詑
頭
積
石
墓

石
蓋
石
棺
墓

双
房
6
号

一1
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旧事（長幅連続弧線文）遼東（乱酒連続弧線文）

　　　　　　ン　（赤峰紅山後　縮尺％）

第2図　　ロッカーパターン対比図

（小珠山　縮尺％）

る
。
文
様
は
主
と
し
て
横
走
ロ
ッ
カ
ー
パ
タ
ー
ン
（
第
四
図
2
～
5
）
に

特
徴
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
遼
西
の
ロ
ッ
カ
ー
パ
タ
ー
ン
と
施
文
原
体

を
異
に
す
る
。
遼
西
に
比
べ
施
文
原
体
の
幅
が
短
い
傾
向
を
示
す
と
共

に
、
施
文
具
の
端
を
交
互
に
支
点
と
し
て
施
文
し
て
い
く
間
隔
が
短
い

と
い
う
特
徴
を
示
す
（
第
二
図
）
。
ま
た
、
密
接
に
横
走
し
て
施
文
す
る

文
様
構
成
が
多
い
の
も
そ
の
特
微
で
あ
る
。
こ
の
様
な
ロ
ッ
カ
ー
パ
タ

ー
ン
を
、
遼
西
と
区
別
し
て
考
え
る
意
味
で
、
短
幅
連
続
弧
線
文
と
命

名
す
る
。
ま
た
、
箆
描
き
状
沈
線
文
（
第
四
図
－
～
4
）
が
み
ら
れ
、
単

独
あ
る
い
は
短
幅
連
続
弧
線
文
と
組
み
合
わ
さ
っ
た
形
で
、
菱
形
集
線

文
（
同
2
）
、
三
角
集
線
文
（
同
－
）
な
ど
が
施
さ
れ
る
。
更
に
刺
突
文
（
同

7
）
や
擦
過
状
沈
線
文
（
同
6
）
が
あ
る
。
刺
突
文
や
擦
過
状
呼
線
文
と

短
幅
連
続
弧
線
文
と
が
厳
密
に
共
伴
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
短
幅
連
続
弧
線
文
と
集
線
文
は
、
同
一
土
器

に
施
文
さ
れ
る
事
実
か
ら
も
、
両
者
が
一
時
期
共
存
し
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

　
層
序
曲
に
小
雪
山
下
層
に
つ
ぐ
も
の
は
小
珠
山
中
層
で
あ
る
。
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
は
、
小
弓
山
中
層
と
呉
家
村
を
ま
と
め
て
小
珠
山
中
層
文
化
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
郭
家
村
の
層
序
に
よ
り
明
ら
か

に
区
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
郭
家
村
5
層
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中函東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

が
小
珠
山
中
層
に
、
郭
家
村
4
層
が
呉
家
村
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
搬
入
品
と
思
わ
れ
る
山
東
の
大
波
口
文
化
の
土
器
は
、
小
珠
山
中
層
に
山

　
　
　
　
④

東
省
博
物
館
の
言
う
大
波
口
文
化
3
期
、
呉
家
村
に
大
紋
口
文
化
4
期
の
も
の
が
伴
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
を
時
期
差
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
前
者
を
小
珠
山
中
層
期
、
後
者
を
呉
家
村
期
と
し
て
設
定
す
る
。

　
小
罪
山
中
五
罪
（
同
8
～
1
6
）
に
は
、
胎
士
に
滑
石
を
含
む
土
器
が
少
な
く
な
り
、
爽
砂
紅
褐
陶
が
主
流
と
な
る
。
紅
樹
を
施
し
た
所
謂
赤
色

磨
研
土
器
も
出
現
し
て
い
る
。
器
種
は
壷
、
平
底
造
畢
、
墨
型
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
施
文
法
と
し
て
は
箆
描
き
状
沈
重
文
系
で
あ
る
が
、
小

草
山
下
層
期
に
比
べ
網
線
で
あ
り
粗
雑
化
し
て
い
る
。
文
様
は
集
線
文
系
（
同
1
0
～
1
3
）
で
小
形
山
下
層
期
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
。
平
底

深
鉢
に
み
ら
れ
る
綾
杉
文
（
同
8
．
9
）
は
、
集
線
文
の
系
譜
上
に
成
立
し
た
も
の
と
も
理
解
さ
れ
る
が
、
朝
鮮
半
島
の
魚
骨
文
と
の
関
連
も
考

慮
さ
れ
る
。
ま
た
、
山
東
の
大
波
口
文
化
の
広
が
り
を
示
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
搬
入
品
と
思
わ
れ
る
三
足
触
子
器
（
同
1
6
）
が
あ
る
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

山
東
省
博
物
館
の
言
う
大
波
口
文
化
3
期
に
あ
た
り
、
最
近
の
韓
熔
ら
の
見
解
に
従
え
ば
大
波
口
文
化
前
期
に
属
す
る
。
ま
た
彩
陶
（
同
1
4
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

1
5
）
や
鼎
は
大
波
口
文
化
の
影
響
に
よ
っ
て
成
立
あ
る
い
は
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
山
東
省
蓬
莱
県
紫
荊
山
下
層
と
の
関
連
が
深

い
。

　
続
く
呉
家
村
期
（
同
1
7
～
2
6
）
に
は
、
搬
入
品
と
思
わ
れ
る
懲
（
同
2
6
）
や
蓋
が
伴
う
。
こ
れ
ら
は
大
波
口
文
化
4
期
に
相
当
し
、
大
波
口
文
化

中
期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
全
種
は
小
珠
山
中
層
期
同
様
、
壷
、
平
底
深
鉢
、
浅
鉢
な
ど
で
あ
る
。
文
様
は
口
縁
部
の
み
に
文
様
帯
が
限

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
短
斜
線
文
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
斜
格
子
文
が
組
み
合
わ
さ
る
場
合
も
あ
る
。
共
に
線
の
細
か
い
箆
描
き
状

沈
線
文
で
あ
り
、
短
斜
線
文
に
関
し
て
は
押
し
引
き
状
の
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
朝
鮮
半
農
に
接
し
て
濃
緑
江
下
流
に
位
置
す
る
丹
東
市
東
溝
県
後
昆
は
、
短
幅
連
続
弧
線
文
土
器
（
第
三
図
－
）
、
箆
描
き
状
集
線
文
土
器
（
同

3
・
4
）
、
斜
格
雷
文
土
器
（
問
5
．
6
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
内
、
短
幅
連
続
弧
線
文
土
器
は
小
回
山
下
両
年
に
併
行
す
る
も
の
と
考

え
て
よ
い
。
箆
描
き
状
集
線
文
土
器
は
、
単
独
で
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
み
て
も
、
小
出
山
下
層
期
よ
り
後
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

小
珠
山
中
層
期
ま
で
粗
雑
化
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
斜
格
子
文
土
器
は
呉
家
村
期
の
特
徴
的
文
様
で
あ
る
が
、
文
様
帯
が
口
縁
部
に
集
約
さ
れ

9　（175）
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て
い
な
い
点
や
、
集
線
文
土
器
と
文
様
構
成
を
同
じ
く
し
て
い
る
点
、
集
線
文
土
器
の
系
譜
を
ひ
く
土
器
と
す
る
こ
と
も
で
き
、
呉
家
村
期
の

段
階
よ
り
前
出
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
様
に
、
小
宮
山
下
層
期
か
ら
呉
家
村
期
に
か
け
て
は
、
密
接
し
た
短
幅
連
続
弧
線
文
土
器
か
ら
、

そ
れ
に
伴
う
箆
描
き
集
線
文
が
単
独
に
施
さ
れ
、
そ
れ
が
細
線
・
粗
雑
化
し
斜
格
子
文
に
退
化
し
て
い
き
、
文
様
帯
を
次
第
に
狭
め
て
口
縁
部

文
様
帯
の
み
が
施
さ
れ
る
様
に
な
る
（
第
三
図
）
。
こ
の
流
れ
が
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
呉
家
村
期
の
短
斜
線
文
は
こ
の
系
譜
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

最
も
新
し
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
退
化
文
様
構
成
の
展
開
を
知
る
上
で
、
呉
家
村
期
に
併
行
す
る
文
家
屯
貝
塚
A
区
を
参
考
に
し
た
い
。

　
文
家
屯
貝
塚
A
区
は
、
人
工
層
位
で
三
層
に
分
層
さ
れ
て
い
る
が
、
層
位
的
な
変
化
は
見
い
だ
し
難
い
。
ほ
ぼ
完
形
の
深
鉢
が
A
H
区
署
下

層
の
住
居
趾
に
相
当
す
る
地
点
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
短
斜
線
文
と
斜
格
子
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
、
や
や
太
目
の
斜
格
子
沈
線

文
か
ら
な
る
も
の
で
、
文
様
帯
を
口
縁
部
に
集
約
さ
せ
て
い
る
点
、
呉
家
村
期
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
愚
な
呉
家
村
期
に
相
当
す
る
文

家
屯
貝
塚
A
区
に
お
い
て
、
文
様
は
刺
突
文
、
押
し
引
き
状
短
斜
線
文
、
沈
線
文
系
短
斜
線
文
、
斜
格
論
文
の
四
二
に
大
き
く
分
類
で
き
る
。

層
位
的
所
見
が
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
変
遷
過
程
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
内
、
押
し
引
き
状
短
斜
線
文
は
小
珠
山
中
層
期
の
刺
突
文
（
第
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中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

四
図
9
）
の
系
譜
が
想
定
で
き
、
文
様
構
成
上
、
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
斜
格
難
文
は
、
上
記
の
文
様
変
遷
の
想
定
か

ら
す
れ
ば
、
そ
の
系
譜
上
の
退
化
形
態
と
番
え
よ
う
。
そ
し
て
、
尊
慮
文
系
短
斜
線
文
も
、
こ
の
退
化
過
程
の
中
で
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ

ろ
う
。
さ
て
、
こ
こ
で
は
赤
色
磨
研
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
箭
形
は
不
明
だ
が
壷
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
小
珠
山
中
層
期
に
も
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

在
し
、
呉
家
村
に
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
と
こ
ろ
が
ら
み
れ
ば
、
小
珠
山
中
層
期
・
呉
家
村
期
の
特
徴
を
為
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の
様
に
、
小
著
山
中
工
期
・
呉
家
村
期
は
大
波
口
文
化
の
影
響
を
受
け
る
が
、
欝
欝
的
に
は
至
聖
を
中
心
と
し
た
小
珠
山
下
半
期
の
系

譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
り
、
新
た
に
雪
濠
、
赤
色
磨
研
土
器
の
出
現
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
様
的
に
は
、
手
法
、
構
成
上
、
在
地
的
な
展
開
な

い
し
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
波
口
文
化
の
影
響
は
本
質
的
に
遼
東
半
島
の
土
器
組
成
を
一
変
さ
せ
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
前
代
以
来
の
系
譜
を
ひ
い
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
よ
り
山
東
の
影
響
を
受
け
る
の
は
小
珠
山
上
層
、
双
黒
子
1
期
、
双
斜
子
2
期
の
段
階
で
あ
る
。
双
陀
子
は
分
層
発
掘
に
よ
り
一
～
3
期
に

区
分
さ
れ
、
そ
の
属
領
は
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は
小
珠
山
上
層
と
双
陀
子
1
期
と
の
対
応
で
あ
る
。
両
者
に
相
当
す
る
遺
跡
に
於
て
層

序
的
な
論
拠
は
な
い
も
の
の
、
双
声
子
1
期
に
お
け
る
三
環
怨
讐
の
消
失
と
彩
絵
陶
の
出
現
と
い
う
点
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
差
異
は
、
山
東
に
お
け
る
山
東
龍
山
文
化
か
ら
岳
石
文
化
と
も
対
応
す
る
。
と
共
に
、
両
者
の
土
器
様
相
の
違
い
は
系
量
的
に
は
継
続
的
な

変
遷
過
程
を
示
す
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
両
者
を
区
分
し
て
小
計
山
上
愚
論
と
双
陀
子
1
期
と
し
、
連
続
的
な
二
時
期
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
小
珠
山
上
層
畳
（
第
四
図
2
7
～
4
0
）
は
郭
家
村
の
層
位
に
よ
っ
て
呉
家
村
期
の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
移
行
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
移
行
過
程
は
郭
家
村
3
層
に
示
さ
れ
る
が
、
系
譜
関
係
を
辿
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。
呉
家

村
期
と
の
大
き
な
違
い
は
、
甕
、
三
環
足
器
、
器
蓋
、
高
足
な
ど
の
出
現
と
共
に
黒
陶
や
卵
殻
黒
陶
の
存
在
に
あ
る
。
山
東
龍
山
文
化
の
影
響

に
よ
り
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前
代
の
大
波
口
文
化
の
場
合
と
違
い
、
土
器
組
成
と
し
て
も
山
菓
龍
山
文
化
の
範
疇
に
入
る

も
の
で
あ
り
、
山
東
と
の
斉
一
性
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
在
地
性
を
示
す
特
微
も
あ
る
。
甕
（
同
2
8
・
3
6
）
で
は
、
平
行
沈
丁
文
あ
る
い
は
無

文
を
特
微
と
す
る
山
東
龍
山
文
化
の
も
の
に
対
し
、
遼
東
半
島
の
場
合
は
、
平
行
沈
線
文
と
半
裁
竹
管
状
の
斜
線
文
、
あ
る
い
は
箆
描
き
状
の
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中魍東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

綾
杉
文
が
主
で
あ
る
。
更
に
、
口
縁
隆
肥
土
羅
（
岡
2
9
・
3
0
）
も
在
地
的
特
徴
を
示
す
が
、
報
告
例
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
系
譜
関
係
や
そ
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
郭
家
村
上
層
の
例
か
ら
み
れ
ば
、
口
縁
隆
帯
は
多
様
で
あ
る
も
の
の
、
口
無
隆
帯
に
刻
み
目
あ
る
い
は
箆
描
き
状
斜
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

・
斜
格
子
文
を
持
つ
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
同
様
に
、
上
馬
石
西
丘
策
南
端
崖
出
土
の
も
の
も
こ
の
一
．
群
に
属
し
、
そ
の
形
態
は
藩
陽
地
区
の

　
　
　
　
⑪

偏
毛
子
類
型
（
第
七
図
7
～
1
6
）
に
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
胴
部
上
半
に
隆
帯
を
廻
ら
し
そ
の
下
に
文
様
を
施
す
壼
な
い
し
甕
も
在
地
性
を
示

す
と
共
に
、
藩
陽
地
区
と
の
類
似
性
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
郭
家
村
上
層
（
第
四
図
2
7
）
、
上
馬
石
C
地
点
の
も
の
に
み

ら
れ
る
。
類
似
し
た
文
様
形
態
と
し
て
、
胴
部
上
半
に
刻
み
目
脂
帯
を
貼
り
そ
の
下
に
垂
下
隆
帯
と
垂
下
沈
線
を
施
す
も
の
が
文
家
畜
B
・
C

区
に
存
在
し
、
こ
の
時
期
に
属
す
る
在
地
的
な
土
器
群
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
郭
家
村
上
層
に
は
、
盆
形
鼎
の
盛
行
や
甑
の
出
現
と
共
に
在

地
的
な
甕
が
見
当
た
ら
な
い
点
、
他
の
同
時
期
の
土
器
群
に
対
し
て
異
質
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
環
良
器
や
卵
殻
黒
陶
の
存
在
、

半
載
竹
管
状
工
具
に
よ
る
文
様
構
成
な
ど
を
有
す
る
点
か
ら
み
て
、
明
ら
か
に
小
島
山
上
層
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
小

珠
山
上
層
期
内
で
の
時
期
差
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
遼
東
半
島
内
で
の
地
域
的
違
い
と
み
る
の
か
は
、
解
釈
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
、
該
期
の
一
括
遺
物
の
検
討
に
も
と
つ
く
細
分
作
業
の
進
展
を
待
っ
て
再
考
し
た
い
。

　
さ
て
、
こ
の
時
期
の
年
代
的
位
置
づ
け
は
山
東
龍
山
文
化
の
編
年
と
の
対
応
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
。
小
越
山
上
層
期
の
土
器
群
は
や
や
時
期

幅
を
持
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
直
接
の
対
比
は
難
し
い
。
こ
の
時
期
に
含
ま
れ
る
と
考
え
る
四
平
山
・
老
鉄
山
は
喪
葬
と
い
う
性
格

か
ら
も
　
知
性
が
期
待
さ
れ
、
年
代
の
一
点
を
知
り
得
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
未
発
表
の
も
の
が
多
い
た
め
、
そ
の
詳
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
位
置
づ
け
を
為
し
得
な
い
。
知
ら
れ
る
も
の
で
言
え
ば
、
四
平
山
の
鶴
が
高
広
仁
の
編
年
上
、
山
蛭
龍
山
文
化
前
・
中
期
に
あ
た
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

四
平
山
の
高
杯
や
老
鉄
山
1
号
積
石
墓
6
号
石
室
の
高
書
（
第
六
図
1
0
）
な
ど
は
、
呈
子
2
期
の
前
・
中
期
に
入
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
小
川

　
⑭

静
夫
が
四
平
山
の
三
足
杯
を
以
て
面
子
2
期
後
期
初
頭
以
前
と
し
た
様
に
、
こ
れ
ら
の
墓
葬
土
器
群
は
山
東
龍
山
文
化
後
期
末
に
ま
で
下
る
も

の
で
は
な
い
。
一
応
、
小
々
山
上
層
期
は
山
東
龍
山
文
化
併
行
期
と
し
、
山
越
龍
山
文
化
後
期
末
に
ま
で
下
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
く
。

　
続
く
双
陀
子
1
期
（
第
四
図
4
1
～
5
3
）
は
、
壷
、
甕
、
高
専
、
椀
、
杯
な
ど
か
ら
な
り
、
黒
陶
系
土
器
が
主
で
あ
る
。
こ
の
内
、
甕
は
前
代
に
13 （179）



比
べ
口
縁
が
直
立
気
味
に
緩
や
か
に
外
反
し
、
型
式
学
的
変
遷
が
辿
れ
る
。
文
様
は
簡
素
化
の
傾
向
を
示
し
、
平
行
沈
線
文
に
円
形
浮
文
あ
る

い
は
無
文
の
も
の
が
主
で
あ
る
。
こ
れ
ら
山
東
龍
山
文
化
の
系
譜
を
ひ
く
土
器
群
は
、
前
代
か
ら
の
流
れ
の
上
に
立
っ
た
変
遷
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
前
代
に
み
ら
れ
た
在
地
系
土
器
群
は
既
報
告
資
料
に
は
知
ら
れ
ず
、
そ
の
存
在
は
不
明
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
彩
絵
陶
（
同
4
5
～

4
9
）
は
在
地
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
焼
成
後
の
黒
褐
色
土
器
に
赤
・
白
・
黄
色
を
用
い
て
V
字
形
・
三
角
形
・
菱
形
・
階
段
形
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

幾
何
学
図
案
を
着
号
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
中
原
彩
陶
の
亜
流
と
見
倣
す
考
え
方
と
亜
流
黒
陶
に
合
流
し
た
国
文
的
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

線
文
の
も
た
ら
し
た
も
の
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
し
い
て
彩
陶
と
の
関
連
を
考
慮
す
れ
ば
、
郭
家
村
の
例
か
ら
し
て
呉
家
村
期
以
降
ま
で
当

地
域
に
彩
陶
が
存
続
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
技
法
が
退
化
し
て
残
存
し
た
時
期
に
北
方
の
幾
何
学
文
土
器
の
影
響
に
よ
っ
て
彩
絵
陶
が
成
立
し

た
と
理
解
す
る
の
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
層
位
的
に
新
し
い
双
花
子
2
期
は
、
山
東
の
岳
石
文
化
・
承
家
城
2
期
文
化
に
類
似
し
、
ひ
き
続
い
て
山
東
の
強
い
影
響
が
知
ら
れ
る
。
口

縁
に
受
け
部
を
持
っ
て
段
状
を
な
す
甕
（
同
5
4
・
5
5
）
、
尊
形
器
（
同
5
8
）
、
盤
形
器
（
同
6
2
）
、
器
蓋
（
同
6
3
）
な
ど
は
そ
の
特
微
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
折
腹
盆
（
同
5
7
）
は
遼
西
の
夏
家
店
下
層
前
・
中
期
と
の
関
連
が
示
さ
れ
る
。
更
に
頗
（
同
5
9
）
が
新
た
に
出
現
し
、
く
び
れ
部
に
隆

帯
を
貼
る
手
法
は
山
東
・
遼
西
に
も
み
ら
れ
る
と
共
に
、
続
く
時
期
に
系
譜
的
に
繋
が
っ
て
い
る
。
以
上
の
様
に
、
双
単
子
2
期
は
山
東
と
の

関
連
の
強
さ
が
示
さ
れ
る
が
、
前
代
以
来
の
在
地
的
土
器
群
の
存
在
は
知
ら
れ
な
い
。
年
代
的
に
は
筆
石
文
化
の
下
限
が
二
里
聖
岳
以
前
と
さ

　
⑰

れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
れ
に
従
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
こ
の
様
に
小
珠
山
上
層
期
～
双
里
子
2
期
は
山
東
の
強
い
影
響
が
知
ら
れ
た
。
山
東
は
、
こ
の
後
、
済
南
市
大
辛
荘
に
み
ら
れ
る
様
に
、
中

原
の
股
文
化
の
領
域
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
股
文
化
の
影
響
が
山
東
半
島
の
先
端
の
舞
台
地
区
に
ま
で
達
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
遼

東
半
島
は
前
代
の
系
譜
を
ひ
き
な
が
ら
も
独
自
な
展
開
を
示
し
、
山
東
の
影
響
を
脱
し
た
と
こ
ろ
に
双
隠
子
3
期
（
第
五
図
－
～
2
2
）
の
特
徴
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
壷
、
甕
、
紙
雛
、
台
付
鉢
、
杯
、
高
杯
、
甑
な
ど
か
ら
な
る
。
文
様
と
し
て
は
、
平
行
沈
線
に
認
み
を
入
れ
た
り
、
あ
る
い

は
そ
れ
に
棒
状
浮
文
を
貼
る
施
文
法
が
み
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
特
徴
を
為
し
て
い
る
。
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中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）
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⑲

　
こ
こ
で
当
該
期
の
細
分
を
試
み
る
。
双
甘
子
3
期
層
で
は
多
数
の
佐
居
粧
が
知
ら
れ
、
切
り
合
い
関
係
に
よ
り
7
↓
4
↓
2
号
住
居
肚
の
順

で
新
し
く
な
っ
て
い
る
．
、
こ
れ
ら
は
良
好
な
一
括
遺
物
で
あ
る
が
、
7
・
2
号
住
居
祉
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
個
体
の
土
器
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
細

分
案
の
基
準
た
り
え
な
い
。
4
号
住
居
肚
で
は
比
較
的
多
数
の
土
器
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
れ
を
双
陀
子
3
期
層
の
代
表
的
一
括
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

物
と
す
る
。
双
確
証
3
期
の
八
面
を
持
つ
於
家
村
上
層
で
は
1
号
住
居
祉
が
良
好
な
一
括
遺
物
で
あ
る
。
同
じ
く
双
陀
子
3
期
の
特
等
を
示
す

　
　
⑳

羊
頭
窪
で
は
一
括
遺
物
の
存
在
が
知
ら
れ
な
い
が
、
雲
形
や
文
様
等
に
あ
ま
り
種
類
差
が
な
い
こ
と
か
ら
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
時
期
の
も
の
で

あ
る
と
判
断
す
る
。
こ
れ
ら
三
者
の
先
後
関
係
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
当
該
期
の
細
分
案
と
し
た
い
。
羊
頭
窪
は
双
陀
子
1
期
の
特
徴
で
あ
る

彩
絵
陶
が
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
二
者
に
み
ら
れ
な
い
特
異
な
十
字
鼻
息
孔
を
持
つ
高
倉
（
同
8
・
9
）
が
存
在
す
る
。
一
方
、
於
家
村
上
層

1
号
住
居
雄
と
双
舵
子
4
号
住
居
玩
に
は
、
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
台
付
鉢
（
同
1
3
・
2
0
）
が
新
た
に
出
現
し
て
い
る
。
よ
っ
て
古
栢
を
示

す
羊
頭
窪
と
そ
れ
以
外
の
も
の
に
先
後
関
係
が
知
ら
れ
る
。
つ
い
で
双
子
子
4
号
住
居
赴
と
於
家
村
上
層
1
号
住
居
祉
を
比
較
し
た
場
合
、
前

者
に
は
列
点
文
な
ど
の
文
様
の
簡
素
化
と
共
に
、
こ
れ
に
つ
ぐ
時
期
に
通
有
な
口
縁
部
の
斜
格
子
沈
線
文
帯
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
前
者

は
後
者
よ
り
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
羊
頭
窪
↓
於
家
村
上
層
1
号
住
居
趾
↓
双
陀
子
4
号
住
居
肚
の
順
に
先
後
関
係
を
考
え
、
こ
の

順
に
前
・
中
・
後
期
と
し
て
双
稲
子
3
期
を
細
別
す
る
。
前
期
は
、
二
里
岡
期
以
前
と
さ
れ
る
双
網
子
2
期
と
の
対
応
と
共
に
、
特
異
な
十
字

形
鎮
孔
が
中
期
の
二
里
頭
・
二
里
漁
期
の
土
器
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
の
時
期
に
併
行
関
係
を
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
遼
西
で

言
え
ば
庶
家
店
下
層
中
期
に
相
当
し
、
こ
の
時
期
に
遼
西
で
彩
絵
陶
が
出
現
す
る
こ
と
も
、
前
期
ま
で
彩
絵
陶
が
残
存
す
る
妥
当
性
を
与
え
て

い
る
。
中
・
後
期
は
台
付
鉢
の
存
在
か
ら
も
、
夏
家
店
下
層
後
期
に
初
出
す
る
台
付
鉢
（
盤
形
器
）
の
対
応
を
も
と
に
こ
の
時
期
に
相
当
す
る

と
考
え
、
股
代
後
期
に
あ
た
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
許
王
林
が
双
二
子
3
期
に
続
く
時
期
と
し
た
上
馬
石
上
層
を
中
心
と
す
る
土
器
群
は
か
な
り
の
年
代
順
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
を

細
分
す
べ
く
重
要
な
資
料
が
あ
る
。
戦
前
の
上
馬
石
貝
塚
A
地
点
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
間
層
を
薦
ん
で
明
確
に
上
・
下
層
に
分
層
さ
れ
て

い
る
。
下
層
の
口
縁
部
に
み
ら
れ
る
斜
格
魚
文
が
上
層
で
は
無
文
忍
な
い
し
斜
線
文
に
み
ら
れ
る
簡
素
化
を
示
し
て
お
り
、
上
下
層
の
土
器
群
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中国東北地：方における先史土器の編年と地域性（宮本）

の
対
比
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
類
似
点
は
Z
字
形
文
や
雷
文
を
特
徴
と
す
る
幾
何
学
文
土
器
に
あ
る
。
Z
字
形
文
は
上
層
に
多
少
の
退
化
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

み
ら
れ
、
そ
の
退
化
文
様
は
藩
陽
地
区
の
詩
家
窪
子
等
三
地
点
の
壷
（
第
七
図
2
！
）
の
文
様
に
一
致
し
、
年
代
の
一
点
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
雷
文

は
朝
鮮
北
部
か
ら
沿
海
州
に
か
け
て
盛
行
す
る
雷
文
と
施
文
法
で
一
致
す
る
が
、
文
様
単
位
は
簡
素
化
し
て
お
り
、
雷
文
の
最
終
型
式
と
考
え

る
。
こ
の
様
な
類
似
性
か
ら
は
上
下
層
が
比
較
的
均
一
な
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
て
、
下
層
の
口
縁
部
斜
格
子
文
帯
は
双
陀

子
3
期
後
期
に
類
似
文
様
が
み
ら
れ
る
が
、
双
孫
子
3
期
に
通
有
な
文
様
が
下
層
に
み
ら
れ
ず
、
下
層
が
双
陀
子
3
期
後
期
よ
り
後
出
す
る
と

同
時
に
そ
れ
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
双
陀
子
3
期
後
期
↓
上
馬
石
A
地
点
下
層
↓
上
馬
石
A
地
点
上
層
の
順
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
⑳

一
方
、
嵐
上
蓋
下
層
1
号
住
居
杜
（
第
五
図
2
9
～
3
1
）
は
無
文
化
を
特
微
と
す
る
と
こ
ろ
が
ら
上
層
土
器
群
に
属
す
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
上
馬
石
A
地
点
上
層
は
山
岡
上
墓
よ
り
古
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
上
馬
石
A
地
点
以
降
の
編
年
は
、
一
括
遺
物
と
し
て
有
効
な
墓
葬
編
年
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遼
寧
式
銅
剣
の
編
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
醗
　
　
⑳

に
も
と
つ
く
変
遷
観
は
、
崩
上
面
、
楼
上
墓
、
罪
家
村
1
2
号
墓
の
順
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
包
含
層
・
住
居
趾
単
位
で
土
器
変
遷
を
眺

め
て
き
た
が
、
遡
っ
て
編
年
作
製
上
問
題
の
あ
る
双
藍
子
3
期
以
降
の
墓
葬
土
器
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
墓
葬
土
器
編
年
上
の
上
馬
石
A
地
点

上
・
下
層
の
位
置
づ
け
を
行
い
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
前
述
し
た
編
年
観
の
検
証
を
行
う
と
共
に
、
双
陀
子
3
期
以
降
の
土
器
編
年
を
確
立
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
於
家
村
陀
頭
積
石
墓
は
、
双
孟
子
2
期
併
行
と
考
え
ら
れ
る
単
冊
子
・
盤
陀
子
獣
姦
と
山
岡
上
帯
・
楼
上
墓
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
5
8
基
の
墓
詣
か
ら
成
り
立
つ
が
、
野
葬
出
土
の
土
器
を
一
括
遺
物
と
み
た
場
合
、
型
式
学
的
あ
る
い
は
土
器
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
3
段

階
に
細
別
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
を
前
・
中
・
後
期
と
す
る
。
前
期
（
第
韻
図
！
6
～
1
9
）
は
甕
の
沈
線
文
に
刺
突
文
を
施
す
特
徴
が
み
ら
れ
、
双

陀
子
3
期
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
杯
の
特
徴
か
ら
す
れ
ば
、
双
脚
子
3
期
中
・
後
期
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
柁
頭
中
期
（
同
2
0
～
2
6
）

に
は
甕
の
口
縁
が
開
く
傾
向
に
あ
り
、
杯
の
把
手
の
退
化
形
態
か
ら
み
て
も
前
期
よ
り
型
式
学
的
に
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
新
出
の
台
付
鉢
は

双
舵
子
3
期
後
期
の
位
付
部
と
形
態
を
異
に
し
、
そ
の
系
譜
上
に
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
但
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
棒
状
浮
文
は
艇
身
子
3
期

ユ7（183）
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中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

の
特
徴
で
あ
る
が
、
嵩
上
墓
下
層
1
号
住
居
肚
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
新
し
い
段
階
に
残
存
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
台
付
鉢
自
体
は
、

台
付
部
が
次
第
に
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
舵
頭
後
期
（
同
2
7
・
2
8
）
は
胴
部
に
描
線
文
を
持
つ
壷
に
特
徴
が
あ
り
、
中
期
の
壷
の
系
譜
を
ひ
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
変
遷
は
、
夕
影
の
築
造
順
と
し
て
も
西
か
ら
東
へ
動
く
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
妥
当
性
を
与
え
て
い
る
。
新
金
風
双

　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

房
6
号
墓
の
壷
（
同
2
9
・
3
0
）
は
陀
頭
後
期
の
壺
に
型
式
学
的
に
繋
が
り
、
所
謂
美
松
里
型
壷
に
類
似
す
る
。
伴
出
す
る
遼
寧
式
銅
剣
は
型
式
学

的
に
み
て
早
上
墓
よ
り
古
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
様
に
、
上
馬
石
A
地
点
上
層
の
Z
字
文
壷
が
瀦
陽
地
区
の
遼
寧
式
銅
剣
墓
を
持

つ
鄭
一
塁
子
第
三
地
点
の
壷
に
類
似
す
る
こ
と
は
、
上
層
が
遼
寧
式
銅
剣
を
伴
出
す
る
段
階
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
双
房
6

号
墓
の
壷
の
離
縁
が
上
馬
石
A
地
点
上
層
の
壷
に
類
似
し
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
双
房
6
号
墓
は
上
馬
石
A
地
点
上
層
期
に
含
ま
れ
る
と

考
え
る
。

　
こ
の
様
な
墓
葬
と
包
含
層
の
併
行
関
係
を
得
た
時
、
上
馬
石
A
地
点
の
年
代
観
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
A
地
点
下
層
は
毅
代
後
期
の
双
陀
子
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

期
後
期
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
上
層
に
属
す
る
双
房
6
号
墓
の
遼
寧
式
銅
剣
が
春
秋
期
に
入
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
上
馬
石
A
地
点
上

層
を
春
秋
期
、
下
層
を
西
周
期
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
、
各
々
を
上
馬
石
A
地
点
上
層
期
・
下
層
期
と
設
定
す
る
。

　
以
上
の
様
に
、
上
馬
石
A
地
点
上
・
下
層
期
は
前
代
以
来
の
系
譜
上
に
あ
り
、
遼
西
や
山
東
と
は
異
な
っ
た
独
自
性
を
示
し
て
い
る
。
特
に

隔
が
見
い
出
さ
れ
な
い
点
は
、
双
甲
子
3
期
以
来
の
遼
東
半
島
の
独
自
性
で
あ
る
。
ま
た
、
幾
何
学
文
土
器
も
伴
出
し
て
お
り
、
朝
鮮
北
部
と

の
関
係
も
知
ら
れ
る
。
　
方
、
上
層
段
階
に
は
遼
寧
式
銅
剣
が
成
立
し
て
お
り
、
遼
西
の
銅
剣
文
化
が
伝
播
し
た
時
期
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
続
く
段
階
も
、
包
含
層
単
位
の
編
年
に
比
べ
墓
葬
編
年
の
方
が
よ
り
細
別
の
意
味
を
な
す
。
共
和
国
側
が
楼
上
墓
段
階
と
し
た
罪
家
村
1
期

も
、
上
馬
石
A
地
点
上
・
下
層
期
の
も
の
を
含
み
年
代
幅
を
持
っ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
蒋
期
を
嵩
上
墓
・
楼
上
墓
期
と
し
て
設
定
す
る
が
、

土
器
組
成
全
体
の
把
握
は
難
し
い
。
崩
上
更
・
楼
上
墓
は
銅
剣
か
ら
み
て
多
少
の
時
期
差
は
あ
る
も
の
の
、
土
器
様
相
は
類
似
し
て
い
る
。
無

文
の
も
の
が
大
半
で
あ
る
が
、
鋸
歯
状
文
を
斜
格
子
あ
る
い
は
斜
線
で
埋
め
る
文
様
（
同
3
4
・
3
7
）
や
、
長
頸
回
の
頸
部
の
斜
格
子
文
身
（
同
3
2
）

に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
鞍
状
把
手
（
同
3
3
）
も
盛
行
し
て
い
る
。
こ
の
墓
葬
編
年
の
位
置
づ
け
か
ら
、
商
上
墓
・
楼
上
事
象
に
対
応
す
る
包
含
層
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は
上
馬
石
B
I
地
点
で
あ
る
。
B
H
地
点
は
他
時
期
の
要
素
を
示
さ
な
い
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
時
期
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
言
え
る
。

特
微
的
な
壷
の
幾
何
学
文
帯
や
鞍
状
把
手
、
無
文
化
し
た
甕
な
ど
で
あ
る
。
同
様
に
橋
状
把
手
や
柱
状
突
起
も
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
よ
い
も
の

で
あ
る
。
顧
も
存
在
し
て
お
り
、
く
び
れ
部
の
隆
帯
も
か
な
り
退
化
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
ま
で
顧
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更

に
口
縁
隆
帯
土
器
も
み
ら
れ
る
が
、
刻
み
目
な
ど
文
様
を
施
す
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
前
代
の
上
馬
石
A
地
点
上
層
期
の
無
文
化
が
一
層
顕

著
な
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
口
縁
隆
帯
土
器
の
一
部
は
瓢
の
口
縁
部
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
強
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
共
和
国
側
が
サ
家
村
下
層
1
期
に
続
く
も
の
と
し
て
サ
家
村
下
層
2
期
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
半
が
墓
葬
や
土
坑
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
段
階
も
重
葬
編
年
に
準
拠
す
る
。
良
好
な
一
括
遺
物
で
あ
る
サ
家
村
1
2
号
墓
（
同
4
0
～
4
4
）
は
、
伴
出
す
る
銅
剣
が
楼
上

墓
よ
り
後
出
す
る
段
階
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
墓
葬
を
以
て
時
期
設
定
す
る
な
ら
ば
、
元
期
の
特
徴
は
把
手
を
持
つ
大
型
甕
（
第
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

図
3
7
）
や
長
島
化
し
た
高
説
（
同
4
0
・
4
1
）
に
あ
る
。
ま
た
灰
陶
的
形
態
を
輸
す
る
高
杯
（
第
六
図
4
3
）
は
、
燕
・
秦
の
流
入
時
期
に
あ
た
る
こ
と

を
示
す
も
の
と
考
え
、
当
該
期
を
戦
国
後
期
以
降
と
す
る
。

　
こ
の
様
な
山
岡
上
毛
・
楼
上
藤
豆
か
ら
界
家
村
1
2
号
墓
期
に
か
け
て
は
、
遼
東
半
島
の
銅
剣
文
化
が
独
自
な
展
開
を
行
っ
た
時
期
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
の
年
代
は
、
欄
上
篇
の
銅
剣
を
戦
国
前
期
と
考
え
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
れ
ら
の
時
期
を
戦
国
期
併
行
と
考
え
る
の
が
妥
当

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
サ
家
村
1
2
号
墓
期
に
於
て
は
、
徐
々
に
中
原
文
化
の
流
入
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
時
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。
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⇒
溜
陽
地
区

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
⑳

　
編
年
作
製
上
、
根
拠
と
な
り
う
る
分
層
発
掘
が
行
わ
れ
た
遺
跡
と
し
て
、
藩
陽
市
新
楽
と
新
民
県
高
台
子
が
あ
げ
ら
れ
る
。
新
楽
は
上
・
下

層
に
、
高
台
子
は
5
・
4
・
3
層
に
文
化
層
が
分
か
れ
て
い
る
。
下
表
下
層
は
高
台
子
5
層
に
、
新
式
上
層
は
高
台
子
3
層
に
ほ
ぼ
対
応
す
る

と
こ
ろ
が
ら
、
器
楽
下
層
↓
高
台
子
4
層
↓
新
楽
上
層
の
順
が
層
位
序
列
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
各
文
化
層
の
土
器
群
の
特
徴
を
示
す

と
共
に
、
遼
東
半
島
編
年
と
の
対
応
か
ら
、
そ
の
位
置
づ
け
を
行
う
。
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溶陽地区先史時代土器変遷級（空欄部分は，土器型式未確認部分，縮尺1／16）



　
新
楽
下
層
は
、
平
底
の
円
筒
形
深
鉢
に
煉
革
連
続
弧
線
文
を
施
す
土
器
（
第
七
図
2
～
4
）
を
主
体
と
し
て
い
る
。
他
に
、
器
形
と
し
て
は
斜

口
添
土
器
（
間
5
）
が
、
文
様
と
し
て
は
平
行
沈
線
文
（
同
－
）
や
、
上
縁
直
下
に
1
列
な
い
し
2
列
の
箆
描
き
状
短
斜
線
文
あ
る
い
は
綾
杉
文
を

施
す
も
の
（
同
！
・
2
）
が
あ
る
。
胎
土
に
滑
石
を
含
む
も
の
は
僅
か
で
あ
り
、
紅
褐
陶
が
多
い
。
以
上
の
様
に
、
新
楽
下
層
は
油
土
や
早
馬
構

成
上
に
や
や
差
が
あ
る
も
の
の
、
器
形
上
、
文
様
上
、
遼
東
半
島
の
聯
珠
山
下
末
期
に
類
似
し
て
い
る
。
特
に
、
短
幅
連
続
弧
線
文
は
遼
西
の

も
の
と
施
文
具
・
施
文
法
を
異
に
レ
た
も
の
で
、
遼
東
半
島
と
の
類
似
性
を
示
す
と
共
に
、
小
論
山
下
層
期
と
の
併
行
関
係
を
示
し
て
い
る
と

考
え
る
。

　
高
台
子
4
層
は
口
写
隆
帯
と
幾
何
学
文
を
特
徴
と
す
る
土
器
群
で
、
偏
卜
子
類
型
（
同
6
～
1
6
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
偏
嚢
子
類
型
は
、

　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

他
に
新
民
県
罫
描
の
採
集
資
料
の
一
部
や
藩
陽
市
肇
工
街
の
も
の
に
み
ら
れ
る
。
器
量
組
成
は
深
鉢
・
壷
な
ど
か
ら
な
る
。
深
鉢
は
口
軽
隆
帯

や
垂
下
隆
帯
、
箆
描
き
状
の
幾
何
学
文
に
特
徴
が
あ
る
。
壷
は
頸
部
と
胴
部
下
半
に
刻
み
目
隆
帯
を
施
し
、
そ
の
間
を
幾
何
学
文
で
飾
っ
て
い

る
。
偏
空
子
類
型
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
肇
工
街
で
爾
足
あ
る
い
は
翼
翼
が
伴
出
す
る
こ
と
か
ら
、
夏
家
店
下
層
中
期
以
降
と
す
る
考
え

⑲方
が
あ
る
。
し
か
し
、
伴
出
し
て
い
る
遺
物
に
遼
東
半
島
上
馬
石
A
地
点
上
・
下
層
期
に
属
す
る
新
し
い
遺
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
高
台
子
4

層
に
は
そ
の
種
の
新
し
い
要
素
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
根
拠
と
し
た
扇
足
は
新
し
い
段
階
の
も
の
と
で
き
、
こ
の
考
え
方
は
成
り
立
た

な
い
。
遼
東
半
島
編
年
と
の
対
比
に
よ
っ
て
時
期
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
遼
東
半
島
小
珠
山
上
層
期
で
在
地
系
土
器
群
と
し
た
深
鉢
の
口
七
絶

帯
や
垂
下
聯
帯
あ
る
い
は
壷
・
甕
の
頸
部
男
帯
と
そ
の
下
を
施
文
す
る
手
法
に
、
偏
碁
子
類
型
と
の
相
似
性
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
時
期
に
併
行

す
る
も
の
と
考
沁
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
奏
楽
上
層
（
同
2
1
～
2
9
）
は
爾
、
鼎
、
甑
、
甑
、
壼
、
深
黒
、
高
配
な
ど
か
ら
な
る
。
爽
砂
紅
陶
や
爽
砂
褐
陶
が
主
で
あ
り
、
文
様
と
し
て
は

少
量
の
口
縁
隆
帯
が
知
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
ほ
と
ん
ど
無
文
で
あ
る
。
土
器
の
質
や
組
成
あ
る
い
は
無
文
で
あ
る
点
か
ら
言
え
ば
、
遼
西
の
夏
家

店
上
層
に
属
す
る
土
器
群
と
考
え
る
。
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
し
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
と
こ
ろ
で
、
新
民
選
高
台
山
墓
葬
の
土
器
（
同
1
7
～
2
0
）
は
、
新
楽
上
層
の
土
器
と
や
や
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
墓
葬
と
包
含
層
を
同
等
に
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扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
高
台
山
墓
魚
区
包
含
層
の
土
器
も
同
様
に
様
相
を
異
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
両
者
の
比
較
は
成
り
立
つ
と

考
え
る
。
こ
の
墓
標
か
ら
は
壷
と
台
付
鉢
が
セ
ッ
ト
で
出
土
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
一
括
遺
物
を
比
較
検
討
す
れ
ば
、
双
耳
壷
か
ら
無
回

覧
へ
、
台
付
鉢
の
台
付
部
が
退
化
す
る
方
向
へ
の
変
化
が
想
定
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
や
台
付
鉢
の
形
態
は
、
遼
東
半
島
上
馬
石
A
地
点
下

層
期
の
陀
頭
積
石
墓
中
・
後
期
に
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
新
楽
上
層
は
後
に
述
べ
る
遼
西
の
夏
家
母
上
層
と
類
似
し
、
同
　
土
器
群
と
見

倣
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
年
代
が
主
と
し
て
春
秋
期
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
令
上
層
は
遼
東
半
島
上
馬
石
A
地
点
上
層
期

に
併
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
み
れ
ば
、
高
台
山
は
愚
輩
上
層
に
先
行
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
新
楽
上
層
併
行
と
考
え
る
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

陽
市
郷
家
窪
子
鼠
三
地
点
・
六
五
一
二
号
墓
の
壷
（
同
2
1
・
2
2
）
は
、
こ
の
高
台
山
の
壷
か
ら
系
譜
的
に
繋
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

新
楽
上
層
に
は
、
双
房
6
号
墓
の
壷
に
類
似
し
た
所
謂
美
松
里
金
壷
（
同
2
3
）
が
伴
う
こ
と
が
、
縦
逸
半
島
編
年
か
ら
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
新
楽
上
層
に
つ
ぐ
も
の
と
し
て
は
、
藩
砂
鉱
家
瓶
子
包
含
層
の
土
器
群
（
同
3
0
～
3
4
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
壷
、
甕
、
高
杯
な
ど
か
ら
成
り
立
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

高
捲
の
高
杯
の
形
態
は
遼
東
半
島
サ
家
村
1
2
号
墓
期
併
行
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
下
限
年
代
は
、
戦
国
後
期
墓
に
見
ら
れ
る
燕
文
化
の
浸
透
に

よ
っ
て
知
ら
れ
、
戦
国
後
期
と
考
え
る
。

　
以
上
の
様
に
、
習
業
地
区
の
土
器
様
相
は
遼
東
半
島
と
類
似
し
、
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。
必
ず
し
も
遼
東
半
島
編
年
と
す
べ
て
が
対

応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
藩
陽
地
区
と
遼
東
半
島
は
全
時
期
を
通
じ
て
相
互
に
関
連
性
を
保
ち
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
両
地
域
を

遼
東
と
し
て
ま
と
め
て
同
～
土
器
地
域
圏
と
見
敬
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
地
域
と
類
似
性
を
示
す
西
北
朝
鮮
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

蔚
西
北
朝
鮮

　
（

　
鴨
総
革
流
域
か
ら
清
川
江
流
域
に
か
け
て
の
西
北
朝
鮮
は
、
平
底
深
鉢
か
ら
な
る
土
器
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
橡
の
実
形
深
鉢
を
特
徴
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
西
朝
鮮
の
土
器
群
と
大
き
く
異
な
る
。
無
文
土
器
段
階
で
は
、
鴨
緑
江
上
流
域
と
下
流
域
と
に
地
域
差
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
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の
段
階
で
は
明
確
な
差
が
知
ら
れ
な
い
た
め
、
両
者
を
同
一
地
域
と
し
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
従
来
こ
の
地
域
を
三
つ
の
土
器
群
を
以
て
先
後
関
係
を
示
そ
う
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
美
松
里
↓
土
城
里
↓
新
三
里
の
順
で
あ
る
。
美
松

里
・
土
城
里
は
文
様
の
種
類
差
が
あ
る
も
の
の
、
胎
土
に
石
綿
や
滑
石
を
混
入
す
る
こ
と
に
関
連
が
あ
る
。
土
城
里
・
新
岩
里
は
胎
土
に
差
が

あ
る
も
の
の
、
文
様
に
類
似
性
が
み
ら
れ
る
。
以
上
が
こ
の
先
後
関
係
の
根
拠
で
あ
る
。
一
方
、
遼
東
半
島
の
土
器
変
遷
を
も
と
に
、
美
松
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

下
層
・
堂
山
↓
新
岩
里
1
↓
双
鶴
里
2
↓
新
悪
童
2
の
順
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
考
え
方
は
基
本
的
に
は
矛
盾
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
さ
て
、
こ
の
地
域
で
の
層
位
的
発
掘
例
は
皆
無
に
等
し
い
と
こ
ろ
が
ら
、
後
者
の
説
の
方
法
、
す
な
わ
ち
関
係
の
深
い
遼
東
半
島
土
器
編

年
を
も
と
に
土
器
変
遷
を
決
定
す
る
方
法
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
は
前
者
の
説
の
様
に
、
土
器
群
相
互
の
比
較
に
よ
る

先
後
関
係
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
こ
の
地
域
最
古
と
思
わ
れ
る
土
器
は
、
従
来
言
わ
れ
た
様
に
、
平
安
北
道
義
州
郡
美
松
里
下
層
に
あ
る
。
こ
れ
は
遼
東
半
島
小
誌
山
下
二
期

の
特
徴
を
示
す
短
幅
連
続
弧
線
文
土
器
（
第
八
図
1
・
2
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
遼
東
半
島
呉
家
村
期
は
平
安
北
道
定
州
郡
堂
山
の
一
部
が
あ
た
る
。
特
徴
的
な
短
斜
線
前
列
（
同
9
）
や
、
短
斜
線
文
も
し
く
は
押
し
引
き
短

斜
線
文
か
ら
な
る
幾
何
学
状
文
（
同
8
）
の
存
在
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
伴
出
す
る
丹
塗
磨
研
土
器
も
呉
家
村
期
の
特
徴
を
な
す
。

そ
れ
故
、
堂
山
を
こ
の
時
期
の
標
準
遺
跡
と
し
た
い
。
但
し
、
堂
山
は
異
な
る
時
期
の
二
つ
の
貝
層
か
ら
成
っ
て
お
り
、
区
別
す
る
必
要
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
層
位
は
混
乱
し
て
お
り
、
分
層
発
掘
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。
区
画
帯
を
設
け
そ
の
中
を
斜
線
で
埋
め
る
雷
文
系
の
幾
何

学
文
や
、
刻
み
目
を
持
つ
川
縁
隆
帯
の
直
下
を
縦
列
の
心
線
・
直
線
が
数
条
施
さ
れ
る
土
器
群
（
同
1
1
～
1
4
）
は
、
呉
家
村
期
よ
り
新
し
い
小
野

山
上
層
期
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
遼
東
半
島
呉
家
村
期
併
行
の
も
の
を
堂
山
下
層
、
遼
東
半
島
小
車
山
上
層
期
併
行
の
も
の

を
堂
山
上
層
と
名
づ
け
て
区
別
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
慈
江
道
中
江
郡
土
城
里
の
位
置
づ
け
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
鉄
器
時
代
ま
で
続
く
複
合
遺
跡
で
あ
り
、
主
体
を
な
す
魚
骨

文
系
土
器
の
他
、
口
許
隆
帯
や
雷
文
系
幾
何
学
文
を
持
つ
遼
東
半
島
小
感
山
上
層
期
以
降
に
併
行
す
る
土
器
も
み
ら
れ
る
。
魚
骨
文
系
土
器
は
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胎
土
に
滑
石
・
石
綿
を
含
む
と
こ
ろ
が
ら
、
遼
菓
の
例
か
ら
し
て
も
古
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
内
、
一
括
性
が
期

待
さ
れ
る
土
城
里
2
号
佐
居
趾
出
土
の
土
器
群
を
標
準
と
す
る
。
こ
れ
は
箆
描
き
状
魚
骨
文
と
三
角
集
線
文
を
組
み
合
わ
せ
た
平
底
深
鉢
（
同

3
．
4
）
や
、
櫛
歯
状
直
線
文
の
平
底
深
鉢
（
同
5
）
、
そ
し
て
列
無
文
土
器
片
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
同
類
型
と
し
て
魚
骨
文
の
浅
鉢

（
同
7
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
平
底
深
鉢
の
文
様
構
成
は
、
遼
東
半
島
小
足
山
中
草
案
に
み
ら
れ
る
深
鉢
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
胎
土
に
滑
石

を
混
入
す
る
例
か
ら
み
て
も
、
土
城
里
を
小
珠
山
中
層
期
に
併
行
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。
照
し
、
共
和
国
側
は
土
城
里
を
か
な
り
新
し
い
段

　
　
　
　
　
　
　
＠

階
の
も
の
と
見
倣
す
が
、
こ
れ
は
雷
文
系
幾
何
学
文
の
存
在
を
も
と
と
し
た
議
論
と
思
わ
れ
る
。
先
述
し
た
様
に
、
幾
何
学
文
土
器
を
遼
東
半

島
小
珠
山
上
無
期
以
降
の
も
の
と
考
え
、
住
居
祉
の
一
括
遺
物
か
ら
も
そ
れ
が
魚
骨
文
系
土
器
と
共
伴
す
る
も
の
と
は
考
え
難
い
た
め
、
共
和

国
側
の
見
解
は
成
り
立
た
な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
土
城
里
の
土
器
は
東
北
朝
鮮
・
西
朝
鮮
に
類
似
し
た
文
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
土

器
群
を
堂
山
下
層
に
比
べ
在
地
的
特
色
の
強
い
も
の
と
見
倣
す
こ
と
も
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
遼
東
半
島
の
理
趣
山
中
層
の
場
合
、
こ
の
型
式

の
土
器
が
6
7
％
を
占
め
る
こ
と
か
ら
も
、
遼
東
半
島
で
客
体
的
存
在
を
示
し
て
は
い
な
い
。
こ
こ
に
、
こ
れ
ら
の
土
羅
を
こ
の
時
期
の
遼
東
か

ら
西
北
朝
鮮
へ
の
通
有
な
土
器
群
と
認
め
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
美
松
里
下
層
、
土
城
里
、
堂
山
下
層
の
土
器
変
遷
は
、
遼
東
半
農
と
歩
み
を

同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
晴
に
、
土
城
里
対
応
の
藩
陽
地
区
の
様
相
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
藩
陽
地
区
を
含
め
る
遼
東
と
の
広
範

な
類
似
性
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
の
様
な
遼
東
一
円
と
の
類
似
性
は
続
く
時
期
に
も
み
ら
れ
る
。
遼
東
半
島
小
男
山
上
層
期
は
堂
山
上
層
・
双
鶴
里
な
ど
が
併
行
し
て
い
る
。

遼
東
の
在
地
的
特
徴
を
示
す
口
異
異
帯
と
そ
の
直
下
に
縦
走
の
直
線
文
な
ど
を
施
す
土
器
（
同
1
1
～
1
4
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
問
題
と
な
る
の
は
新
岩
里
1
期
の
幾
何
学
文
土
器
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
V
字
の
区
画
帯
を
重
ね
区
画
帯
内
を
斜
線
で
埋

め
る
幾
何
学
文
（
同
2
0
）
は
、
藩
陽
偏
紙
子
類
型
に
存
在
す
る
。
ま
た
、
壷
・
甕
（
同
1
7
・
1
8
）
に
み
ら
れ
る
様
な
頸
部
に
刻
み
目
全
高
を
設
け
そ

の
下
に
文
様
帯
を
置
く
文
様
構
成
は
、
玉
珠
山
上
層
期
・
偏
豊
幌
類
型
の
在
地
系
土
器
群
に
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
対
の
全
形
橋
状

耳
を
持
つ
壷
・
甕
の
器
形
は
、
こ
の
時
期
の
遼
東
で
は
知
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
幾
何
学
文
は
所
謂
雷
文
系
幾
何
学
文
に
類
似
す
る
が
、
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区
画
帯
か
ら
な
る
の
み
で
そ
の
内
部
を
斜
線
で
埋
め
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
異
質
な
要
素
は
、
時
期
的
に
新
し
い
傾
向
を
示
す
も
の
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

解
せ
る
。
新
七
里
1
期
の
内
、
第
三
地
点
の
も
の
は
や
や
異
な
っ
た
傾
向
を
示
し
、
彩
絵
陶
の
存
在
を
以
て
双
陀
子
1
期
、
下
っ
て
も
双
輪
子

3
期
前
期
段
階
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
口
強
隆
帯
深
壕
を
持
つ
堂
山
上
層
と
比
較
す
れ
ば
、
新
古
里
1
期
に
は
口
縁
隆
帯
二

輪
を
含
ま
ず
、
堂
山
上
層
よ
り
後
出
す
る
と
も
言
え
る
。
新
山
里
1
期
に
伴
出
す
る
平
行
沈
線
文
の
壼
（
同
1
5
・
1
6
）
は
双
確
子
2
期
の
も
の
に

相
似
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
堂
山
上
層
を
小
珠
山
上
層
に
併
行
、
新
岩
里
1
期
を
双
幅
子
1
期
か
ら
双
腰
蓑
3
期
に
か
け
て
の
も
の
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
続
く
新
岩
里
2
期
の
内
、
記
事
に
4
個
の
突
起
を
付
け
る
壷
（
同
2
5
）
や
、
無
文
で
頸
部
に
刻
み
目
隆
帯
を
も
つ
も
の
（
同
2
2
）
は
、
遼
東
半
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

上
馬
石
A
地
点
下
層
期
併
行
の
藩
陽
高
台
山
鴬
葬
亡
霊
三
層
の
も
の
と
類
似
す
る
。
ま
た
、
善
縁
刻
み
闘
藤
葛
の
壷
（
同
2
3
・
2
4
）
は
、
上
馬
石

A
地
点
上
層
の
壷
に
類
似
し
て
い
る
。
新
岩
心
2
期
は
、
新
岩
里
1
期
よ
り
後
出
す
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
遼
東
半
島
上
馬
石
A
地
点
上
・
下

層
に
併
行
す
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
遼
東
半
島
上
馬
石
A
地
点
上
層
以
降
に
併
行
す
る
美
松
里
上
層
（
同
2
8
～
3
0
）
よ
り
、
新
隠
里
2
期

が
古
い
と
考
え
る
こ
と
は
、
こ
の
新
岩
里
2
期
の
位
置
づ
け
と
も
符
合
し
て
い
る
。

　
以
上
の
様
に
、
堂
山
上
層
か
ら
新
岩
瀬
2
期
・
美
松
里
上
層
に
か
け
て
も
、
遼
東
半
島
、
藩
陽
地
区
、
西
北
朝
鮮
に
お
け
る
類
似
性
が
み
ら

れ
、
初
段
階
以
降
、
そ
の
地
域
圏
は
崩
壊
し
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

励
吉
長
地
区

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
⑭

　
張
画
期
は
吉
林
市
近
郊
の
遺
跡
を
土
器
を
中
心
と
し
て
三
つ
の
文
化
段
階
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
内
、
文
化
2
は
西
里
山
か
ら
土
城
子

に
至
る
土
器
群
を
包
括
し
て
い
る
。
文
化
3
は
発
掘
資
料
が
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
化
2
よ
り
胎
土
が
荒
く
、
多
孔
甑
や
高
杯
を
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
⑧

う
と
こ
ろ
か
ら
、
文
化
2
に
つ
ぐ
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
問
題
と
な
る
の
は
文
化
1
の
帰
属
で
あ
る
。
文
化
1
は
二
道
嶺
子
・
畷
磨
山
な

ど
が
該
当
す
る
。
平
底
土
器
で
、
短
幅
連
続
弧
線
文
（
第
九
図
1
．
2
）
、
箆
描
き
波
状
文
（
同
4
）
魚
骨
文
（
同
3
）
な
ど
が
施
文
さ
れ
る
。
こ
の
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三
士
、
権
門

　　　　　，

@　　　　　　1
3（縮尺％）：星星曙

西
　
団
　
山

て陰、

T

q
⊂
D
、

▽9 霜。

@5～10：西団山

子
星
哨
1

1　　　　11　　　　　12
q、

田　　14

11～14：星星哨

一
・
長
蛇
山

　　　　　16
I5

17

▽頁D　　　　　　幽　　　　　戟

　　　　　　0

@　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　21

P5～17．18（孝宿尺｝重）．19～21　：長劇芭｝1i

土
　
城
　
子

α
2
2

ミ
ラ
、
　
　
　
0

　　　　2540cm

22．23・24（縮尺不詳），25：土城子

第9図　吉長地区先史時代土器変遷図（空欄部分は土器型式未確認部分，縮尺1／16）

内
、
短
幅
連
続
弧
線
文
は
新
楽
下
層
や
遼
東

半
島
小
珠
山
下
層
期
の
も
の
と
同
様
で
あ
り
、

遼
西
地
区
の
長
幅
連
続
弧
線
文
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
よ
っ
て
文
化
1
の
身
幅
連
続
弧
線

文
系
の
土
器
群
を
吉
長
地
区
最
古
の
土
器
群

と
把
握
し
う
る
。
ま
た
、
魚
骨
文
は
朝
鮮
半

島
な
い
し
遼
東
半
島
小
珠
山
中
層
期
以
降
の

魚
骨
文
系
文
様
帯
と
類
似
し
て
い
る
。
な
お
、

文
化
1
の
他
の
土
器
に
関
し
て
は
そ
の
位
置

づ
け
が
今
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
。

　
一
方
、
文
化
2
内
で
は
兵
団
山
か
ら
土
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

子
ま
で
の
編
年
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

遣
跡
を
一
単
位
と
し
て
、
伴
出
す
る
青
銅
器

な
ど
を
も
と
に
先
後
関
係
を
決
定
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
先
後
関
係
と
は
、
西
団
山
↓

　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
⑧

星
星
哨
↓
四
達
溝
↓
長
蛇
山
・
猴
石
山
↓
土

城
子
の
順
で
あ
る
。
全
資
料
が
報
告
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
第
九
図
に
示
す
様

に
、
西
団
山
の
美
松
里
型
壷
と
星
星
哨
で
の
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そ
の
邊
化
形
態
、
長
蛇
山
で
の
高
・
単
孔
甑
の
成
立
、
土
城
子
で
の
甑
の
多
孔
化
な
ら
び
に
高
杯
の
一
般
化
と
い
う
変
遷
が
見
取
れ
る
。
こ
れ

ら
一
連
の
遺
跡
は
系
譜
関
係
が
明
瞭
で
あ
り
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
西
団
山
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
遼
東
半
島
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

馬
石
A
地
点
上
層
の
双
房
6
号
墓
の
壷
と
関
連
づ
け
て
そ
の
時
期
に
併
行
を
考
え
る
。
遼
陽
二
道
下
子
石
棺
墓
に
類
似
し
た
銅
剣
を
持
つ
星
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

哨
は
そ
れ
よ
り
や
や
下
る
も
の
で
あ
る
。
長
蛇
山
は
銅
矛
・
銅
斧
の
型
式
か
ら
戦
国
中
期
に
位
澄
づ
け
、
長
蛇
山
と
土
城
子
を
戦
国
後
半
と
考

え
る
。
よ
っ
て
吉
長
地
区
へ
の
蕎
の
流
入
は
藩
陽
地
区
よ
り
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
、
文
化
2
は
遼
東
半
島
上
馬
石
A
地
点
上
層
期
～
罪

家
村
1
2
号
墓
期
併
行
と
し
、
文
化
1
と
は
編
年
上
大
き
な
隔
た
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
こ
の
様
に
、
吉
長
地
区
は
編
年
的
に
欠
落
し
て
い
る
部
分
を
残
し
な
が
ら
も
、
大
勢
で
は
遼
東
と
岡
一
な
歩
み
を
為
し
て
い
る
。
た
だ
文
化

2
の
動
き
は
遼
西
と
の
関
連
の
強
さ
を
示
し
、
青
銅
器
を
伴
う
遼
西
の
影
響
力
の
伸
長
が
知
ら
れ
、
画
期
を
為
す
段
階
で
あ
る
。
が
、
そ
の
直

前
ま
で
知
ら
れ
る
美
松
墨
型
壷
な
ど
の
遼
東
と
し
て
共
通
な
在
地
的
様
相
は
、
吉
長
地
区
を
含
め
て
遼
東
と
捉
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
①
　
遼
寧
省
博
物
館
・
旅
順
博
物
館
・
長
海
県
単
一
語
「
長
海
県
広
鹿
島
大
長
山
島
　
　
　
　
　
九
七
九
年
）
。
な
お
、
文
清
華
貝
塚
の
発
掘
は
A
．
B
。
c
区
に
分
け
て
為
さ
れ

　
　
貝
丘
遺
祉
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
八
一
年
第
一
期
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。

　
②
前
掲
注
①
文
献
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
朝
申
共
同
発
掘
隊
『
中
国
東
北
地
方
製
遺
跡
発
掘
報
告
』
一
九
六
六
年

③
許
玉
林
・
蘇
小
雀
「
略
談
郭
家
村
新
石
器
時
代
遺
祉
」
（
『
遼
寧
大
学
学
報
』
一

　
九
八
○
年
第
一
期
）
。
遼
寧
省
博
物
館
・
旅
順
博
物
館
「
大
連
市
郭
家
村
新
石
器

　
時
代
遺
墨
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
第
三
期
）
。

④
　
山
東
省
博
物
館
「
談
談
大
波
ロ
文
化
」
（
『
文
物
』
一
九
七
八
年
窮
四
期
）
。

⑤
　
伍
人
「
山
東
地
区
史
前
文
化
発
展
序
列
及
相
関
問
題
」
（
『
文
物
』
　
九
八
一
一
年

第
一
〇
期
）
。

⑥
　
山
東
省
博
物
館
「
山
東
蓬
薬
紫
荊
山
脱
塩
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
一
九
七
三
年

第
一
期
）
。

⑦
丹
東
市
文
化
局
文
物
普
査
隊
「
丹
東
市
東
溝
晃
新
石
器
時
代
遺
肚
調
査
和
試

　
掘
」
（
『
考
古
』
一
九
八
四
年
繁
一
期
）

⑧
　
澄
田
正
一
「
遽
東
半
島
の
先
史
遺
跡
」
（
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
第
四
一

⑩
前
掲
注
⑧
文
献
。
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
上
馬
石
貝
塚
の
発
掘
は
、
こ
の
他

　
に
A
・
B
。
C
・
D
地
点
に
分
か
れ
て
為
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
地
点
名
を
示
し

　
た
上
馬
石
貝
塚
の
資
料
は
、
定
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
も
の
を
饗
す
。

⑪
　
藩
陽
市
文
物
管
理
弁
公
室
「
新
本
旨
台
子
新
石
器
時
代
遺
親
和
墓
葬
」
（
『
遼
寧

　
文
物
』
一
九
八
一
年
第
一
期
）
。

⑫
高
広
仁
・
郡
望
平
「
史
前
陶
甥
初
論
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
八
一
年
第
四
期
）

⑬
　
旅
大
桑
文
物
管
理
総
「
旅
黒
印
鉄
山
積
石
墓
」
（
『
考
古
』
「
九
七
八
年
第
二
期
）

⑭
小
川
静
夫
「
極
東
先
史
土
器
の
一
考
察
」
（
『
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室

　
研
究
紀
要
臨
築
一
号
　
一
九
八
二
年
）
ゆ

⑮
三
宅
俊
成
『
東
北
ア
ジ
ア
考
古
学
の
研
究
』
一
九
七
五
年
。

⑯
澄
照
正
一
『
中
国
先
史
文
化
』
一
九
四
貰
年
。
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⑰
塵
隠
洪
「
有
関
二
士
文
化
的
幾
欄
間
題
」
（
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
四
年
第
一

　
期
）
。

⑱
察
鳳
書
「
済
南
大
卒
荘
商
代
遺
影
的
調
査
」
（
『
考
古
臨
「
九
七
三
年
第
五
期
）

⑲
前
掲
注
⑨
文
献
。

⑳
旅
順
博
物
館
・
遼
寧
省
書
物
館
「
旅
順
於
家
村
遺
祉
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
学
集

　
刊
』
一
　
酬
九
八
一
年
）
。

⑳
　
金
関
丈
量
．
三
宅
宗
悦
．
水
野
清
一
『
羊
頭
窪
』
（
東
方
考
古
学
平
田
乙
種
第
三

　
冊
）
一
九
四
二
年
。

⑳
　
前
掲
注
①
文
献
。

⑳
　
斬
楓
毅
「
論
中
国
束
北
地
区
含
曲
刃
青
銅
短
剣
的
文
化
遺
存
（
上
）
（
下
）
」
（
『
考

　
古
学
報
』
一
九
八
二
年
第
四
期
・
一
九
八
三
年
第
一
期
）
。

⑳
　
前
掲
洋
⑨
文
献
。

⑳
　
前
掲
注
⑨
文
献
。

⑯
　
前
掲
注
⑨
文
献
。

⑳
　
前
掲
注
＠
文
献
。

⑱
　
器
量
博
物
館
・
遼
寧
省
博
物
館
「
大
連
於
家
村
花
頭
積
石
墓
地
」
（
『
文
物
臣
一

　
九
八
三
年
第
九
期
）
。

⑳
　
認
許
林
．
許
明
鋼
「
新
全
双
耳
石
国
号
石
摺
石
棺
墓
」
（
『
文
物
資
料
叢
刊
』
七

　
一
九
八
三
年
）
。
許
明
綱
・
許
玉
林
「
遼
寧
新
金
野
双
房
石
摺
石
棺
墓
」
（
『
考
古
』

　
一
九
入
三
年
第
四
期
）
。

⑳
金
用
罫
「
美
松
里
洞
窟
遺
跡
発
掘
中
間
報
告
（
一
）
（
二
）
」
（
『
文
化
遺
産
』
一
九

　
六
一
年
第
一
号
・
第
二
号
）
。

＠
　
前
掲
注
⑳
文
献
。

⑫
　
前
掲
注
⑨
文
献
。

⑬
　
前
掲
注
⑨
文
献
。

⑧
　
　
『
史
記
』
巻
一
｝
○
何
奴
列
伝
に
み
ら
れ
る
遼
東
郡
の
設
概
記
事
は
、
戦
国
後

　
期
段
階
に
燕
が
遼
東
ま
で
版
図
を
広
げ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
遼
東
半

　
島
の
庄
内
県
か
ら
は
〃
絹
邦
春
平
侯
”
銅
剣
が
餓
湿
し
て
い
る
。
旅
順
博
物
館
報

　
導
組
「
旅
大
地
区
発
闇
兄
趙
国
犠
鋼
剣
」
　
（
『
考
志
百
』
　
一
乱
乃
七
一
二
年
第
六
期
）
。
　
こ
れ
は

　
趙
国
の
銅
剣
で
あ
る
が
、
黄
盛
期
「
試
論
蟻
壁
兵
器
的
国
樹
和
年
幽
翠
其
相
関
間

　
題
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
四
年
第
一
期
）
に
よ
れ
ば
、
銘
文
か
ら
孝
成
薫
（
B
．

　
C
．
二
六
五
～
二
四
四
年
）
代
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
別
に
新
膜
様
後
元
台
石

　
棺
墓
か
ら
は
、
魏
の
安
蕊
王
二
「
年
（
B
．
C
．
ご
五
六
年
）
と
さ
れ
る
〃
啓
封
”
父

　
が
出
土
し
て
い
る
。
許
暴
論
・
於
臨
祥
「
遼
寧
新
金
県
後
元
台
発
現
銅
器
」
（
『
考

　
古
』
一
九
八
○
年
第
五
期
）
。
中
原
文
化
が
流
入
し
た
資
料
と
考
え
る
。

⑳
藩
陽
市
文
物
管
理
弁
公
室
「
溶
陽
新
楽
遺
境
試
掘
報
告
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九

　
七
八
年
第
四
期
）
。

⑳
　
前
掲
注
⑰
文
献
。

⑰
　
東
北
博
物
館
文
物
工
作
隊
「
遼
寧
新
民
県
偏
墾
沙
崩
新
石
器
時
代
遺
肚
調
査
記
」

　
（
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
八
年
第
一
期
）
。

⑳
　
前
掲
注
⑨
文
献
。

⑳
　
前
掲
注
⑭
文
献
。

⑧
　
新
四
聖
文
化
館
・
溶
陽
市
文
物
管
理
弁
公
室
「
新
民
高
台
山
新
石
器
時
代
遺
祉

　
一
九
七
六
年
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
資
料
叢
刊
』
七
一
九
入
三
年
）
。
藩
陽
市
文
物

　
管
理
弁
公
室
「
溶
陽
新
民
器
高
台
山
遺
蹟
」
（
『
考
古
』
一
九
八
二
年
第
二
期
）
。

＠
　
溶
陽
故
官
博
物
館
・
藩
轟
轟
文
物
管
理
弁
公
室
「
藩
陽
鄭
家
三
子
的
両
座
青
鋼

　
時
代
墓
葬
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
五
年
第
一
期
）
。

＠
　
溶
陽
地
区
で
美
松
里
型
壷
に
類
似
し
た
土
器
を
持
つ
遣
跡
は
、
前
掲
注
⑳
文
献

　
以
外
に
以
下
の
報
告
が
あ
る
。

　
遼
陽
市
文
物
管
理
所
「
遼
湯
二
道
河
子
石
棺
蓋
」
（
『
考
古
』
一
九
七
七
年
第
五
期
）
。

　
漕
…
原
県
文
化
局
「
遼
寧
清
原
門
瞼
石
棺
墓
」
（
『
考
古
脳
一
九
八
一
年
第
二
期
）
。
清

　
原
県
文
化
局
・
撫
順
市
博
物
館
「
遼
寧
清
原
県
近
年
発
現
一
念
石
棺
墓
」
（
『
考
古
嚇

　
｝
九
八
二
年
第
二
期
）
。
撫
順
市
博
物
館
考
古
隊
「
撫
順
地
区
早
晩
両
類
青
銅
文

　
化
遺
存
」
（
『
文
物
』
一
九
入
三
年
第
九
期
）
。
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㊥
　
前
掲
注
⑨
文
献
。

⑭
　
金
殿
七
「
溶
陽
市
南
区
発
現
戦
国
墓
」
（
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
四
期
）
。

⑮
後
藤
直
「
西
朝
鮮
の
「
無
文
土
器
」
に
つ
い
て
」
（
『
考
古
学
研
究
』
第
一
七
巻

　
第
四
号
…
九
七
一
年
）
。

⑭
李
柄
善
「
鴨
緑
江
流
域
喫
量
早
ヨ
、
ユ
芸
遺
跡
し
マ
潮
継
承
三
州
対
壁
若
干
潮

　
考
察
」
（
『
考
古
罠
俗
』
　
一
九
六
五
年
箪
螢
甘
万
）
。

＠
　
歌
会
科
学
院
考
古
研
究
所
・
歴
史
研
究
所
「
紀
元
前
千
年
紀
前
半
期
潮
古
朝
鮮

　
文
化
」
（
『
考
古
民
俗
論
文
集
』
第
一
義
一
九
六
九
年
）
。

⑱
　
前
掲
注
⑳
文
献
。

＠
都
懸
念
『
朝
鮮
原
始
考
古
学
』
一
九
穴
○
年
。

⑳
　
李
柄
善
「
中
江
郡
土
誠
里
原
始
喫
古
代
遺
跡
発
掘
中
塗
報
告
）
（
『
文
化
遺
産
』

　
一
九
六
一
年
第
五
号
）
。
邸
燦
永
『
鴨
緑
江
、
禿
鼻
溝
流
域
高
句
麗
遺
跡
発
掘
報

　
告
』
一
九
入
三
年
。

＠
　
社
会
科
学
院
考
古
学
研
究
所
『
朝
鮮
考
古
学
概
要
』
一
九
七
七
年
。

⑫
　
前
掲
注
⑰
文
献
。

愈
李
順
鎮
「
新
岩
婁
遺
跡
発
掘
中
間
報
奮
」
（
『
考
古
民
俗
』
一
九
六
五
年
第
三
号
）
。

　
新
岩
里
第
一
・
第
二
文
化
層
を
こ
こ
で
は
新
岩
里
1
期
・
2
期
と
呼
称
す
る
。

＠
金
用
野
・
李
順
鎮
「
一
九
六
五
年
度
新
岩
里
遺
跡
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
民
俗
』

　
一
九
六
六
年
第
三
号
）
。

⑯
　
前
掲
注
⑭
文
献
。

⑳
　
前
掲
注
⑩
文
献
。

⑳
　
講
習
培
「
謙
語
市
郊
古
代
配
置
的
文
化
類
型
」
（
『
吉
林
大
学
社
会
科
学
学
報
』

　
一
九
六
ヨ
年
鰍
即
一
柵
期
）
。

⑲
　
吉
林
大
学
歴
史
系
文
物
陳
列
室
「
吉
林
西
霞
山
子
石
棺
墓
発
掘
記
」
（
『
考
古
』

　
一
九
六
〇
年
譜
四
期
）
。
　
東
北
出
盗
見
発
掘
m
団
　
「
士
ロ
林
西
団
由
［
石
棺
墓
発
掘
報
告
」

　
（
『
考
古
学
報
』
　
九
六
四
年
第
一
期
）
。

愈
　
吉
林
省
博
物
館
「
吉
林
江
北
士
城
子
省
文
化
遺
構
及
石
棺
墓
」
（
『
考
古
学
報
』

　
一
九
五
七
年
第
一
期
）
。

⑳
　
董
学
増
「
吉
林
市
郊
二
道
嶺
子
、
虎
頭
拉
子
新
石
器
門
下
遺
制
調
査
」
（
『
文
物
』

　
一
九
七
三
年
第
八
期
）
。

⑪
　
前
掲
注
⑳
文
献
。

⑫
　
こ
れ
ら
整
準
由
文
化
の
編
年
案
は
主
と
し
て
以
下
の
三
つ
の
も
の
が
あ
る
。
④

　
酵
虹
「
蹴
慎
和
西
団
山
文
化
」
（
『
吉
林
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
一
九
七

　
九
年
第
一
期
）
。
ω
吉
林
省
文
物
工
作
隊
「
吉
林
長
蛇
山
本
赴
的
発
掘
」
（
『
考
古
』

　
一
九
八
○
年
第
二
期
）
。
⑭
董
学
増
「
試
論
吉
林
地
区
賜
物
山
文
化
」
（
『
考
古
学

　
報
』
一
九
八
三
年
第
四
期
）
。
　
こ
れ
ら
一
二
者
の
編
年
観
は
基
本
的
に
は
～
致
し
て

　
い
る
。
こ
こ
で
は
よ
り
細
か
な
編
年
観
を
示
し
て
い
る
㈲
案
を
採
用
し
て
い
る
。

㊥
　
吉
林
市
文
物
管
理
委
員
会
・
永
吉
星
星
哨
水
醸
管
理
処
「
永
吉
星
霜
哨
水
庫
石

　
棺
墓
及
遺
漏
調
査
」
（
『
考
古
』
一
九
七
八
年
第
三
期
）
。

⑭
　
前
掲
注
＠
ω
文
献
。

⑯
　
吉
林
地
区
考
古
短
訓
班
「
吉
林
猴
石
山
遣
肚
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
一
九
入
○

　
脇
窯
二
期
）
。

⑯
　
書
房
6
号
墓
の
壷
よ
り
口
縁
が
立
ち
上
が
り
、
型
式
学
的
に
は
新
し
い
傾
向
を

　
示
し
て
い
る
。
な
お
董
学
増
（
前
掲
注
⑫
㈲
文
献
）
は
、
西
団
由
・
星
星
哨
を
西

　
周
ま
で
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
が
、
こ
れ
は
星
星
哨
の
M
C
年
代
一
二
〇
五
五
＋
二

　
〇
〇
（
B
．
C
．
｝
一
〇
五
＋
二
〇
〇
年
）
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
、
問
題
が
あ
る
。

⑰
　
斬
楓
毅
（
前
掲
㊧
注
文
献
）
は
、
伴
出
し
た
銅
矛
を
郷
王
職
の
銅
矛
と
｝
致
す

　
る
と
し
て
戦
国
中
期
か
ら
戦
国
中
後
期
前
後
と
し
た
が
、
郎
等
職
の
学
田
と
は
や

　
や
形
態
を
異
に
す
る
。
長
蛇
山
の
銅
…
矛
は
…
戦
国
後
期
段
階
の
燕
国
鋼
器
に
　
致
例

　
が
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
ら
、
長
蛇
山
を
一
応
戦
国
巾
期
段
階
と
す
る
。
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三
　
遼
　
西
－
地
域
別
土
器
編
年
⇔
ー
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
連
続
し
た
文
化
層
を
示
す
遺
跡
に
、
赤
峰
市
蜘
蛛
山
、
昭
鳥
達
盟
敷
漢
旗
南
台
地
が
あ
る
。
前
者
は
、
紅
山
文
化
↓
夏
家
店
下
層
文
化
↓
夏

家
店
上
層
文
化
↓
戦
国
～
漢
初
、
後
者
は
小
河
沿
文
化
↓
夏
家
店
下
層
文
化
の
層
序
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
夏
扇
店
下
層
文
化
以
前
で
は
、

紅
山
文
化
と
小
河
沿
文
化
の
先
後
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。
両
者
は
分
布
範
囲
を
ほ
ぼ
重
ね
る
こ
と
か
ら
、
同
時
期
の
地
域
圏
を
異
に
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
紅
山
文
化
（
第
一
〇
図
ユ
～
2
2
）
の
年
代
は
、
赤
峰
市
西
水
泉
で
は
、
彩
陶
文
様
の
比
較
か
ら
西
堂
後
面
類
型
に
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

行
ず
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
昭
鳥
舌
癌
敷
漢
儒
四
三
山
か
ら
は
、
紅
山
文
化
に
伴
っ
て
、
中
原
の
半
披
早
期
の
も
の
に
類
似
し
た
円
底
罐
（
同

1
2
）
、
仰
翻
夕
潮
溝
類
型
の
も
の
に
類
似
し
た
器
座
（
同
1
4
）
と
谷
足
椀
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
半
披
早
期
～
懸
樋
一
期
に

か
け
て
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
同
じ
く
彩
陶
を
伴
う
小
河
沿
文
化
（
同
2
3
～
3
2
）
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
由
東
の
大
波
口
文
化
と

の
比
較
か
ら
、
有
孔
石
鍵
、
単
刃
石
鋳
、
黒
藻
の
鑓
孔
、
台
付
鉢
、
彩
陶
文
様
、
石
婦
、
埋
葬
習
俗
、
原
始
図
象
文
字
符
号
な
ど
の
類
似
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
に
、
大
波
口
文
化
中
期
に
相
当
す
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
河
南
省
鄭
州
大
河
村
3
期
で
は
、
大
波
口
文
化
中
期
後
半
の
も
の
が
共
亡
し
て

お
り
、
許
婚
文
化
後
期
の
王
湾
2
期
早
期
に
あ
た
る
。
小
河
沿
文
化
と
大
波
口
文
化
と
の
併
行
関
係
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
先
の
紅
山
文
化
と

中
原
の
併
行
関
係
上
、
小
河
沿
文
化
文
は
紅
山
文
化
の
後
に
来
る
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
両
文
化
を
比
較
し
た
場
舎
、
器
種
構
成
の
増
加
な
ど

に
よ
っ
て
、
小
河
沿
文
化
の
方
が
新
し
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
彩
陶
・
紅
陶
・
粗
質
陶
か
ら
な
る
紅
山
文
化
の
内
、
粗
質
陶
に
つ
い
て
遼
菓
と
の
対
比
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
遼
東
と
同
じ
く
、

施
文
原
体
の
両
端
を
相
互
に
支
点
と
し
て
ジ
グ
ザ
グ
を
施
す
ロ
ッ
カ
ー
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
。
遼
東
に
比
べ
施
文
原
体
が
幅
広
く
、
ジ
グ
ザ

グ
変
換
の
間
隔
が
広
い
（
第
二
図
）
。
施
文
原
体
に
は
数
種
類
が
あ
る
が
、
主
と
し
て
、
弧
状
を
呈
す
る
も
の
と
、
直
線
を
為
す
も
の
に
分
か
れ
、

各
々
が
櫛
歯
状
の
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
分
か
れ
る
。
直
線
を
為
す
も
の
は
弧
状
の
も
の
に
比
べ
、
施
文
原
体
端
部
の
押
さ
え
が
軽
く
、

ジ
グ
ザ
グ
変
換
の
度
に
器
面
に
対
し
て
施
文
具
を
や
や
離
し
気
味
に
押
圧
し
た
も
の
と
考
え
る
。
他
に
紅
血
に
み
ら
れ
る
も
の
は
こ
れ
ら
と
は
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紅
　
山
　
文
　
化

異
な
り
、
よ
り
細
線
化
し
た
文
様
を
施
す
。
施
文

法
と
し
て
先
に
述
べ
た
違
い
と
共
に
、
ジ
グ
ザ
グ

変
換
の
間
隔
、
施
文
方
向
に
も
数
種
類
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
器
形
と
し
て
は
壷
、
深
鉢
、
斜
口
縁

土
器
が
あ
り
、
深
履
に
限
れ
ば
口
縁
に
段
を
持
つ

も
の
と
、
そ
う
で
な
く
そ
の
ま
ま
立
ち
上
が
る
も

の
に
分
か
れ
る
。
口
口
に
段
を
も
つ
も
の
（
同
7
）

は
文
様
が
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
深

鉢
に
は
別
の
数
種
類
の
文
様
が
施
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
良
好
な
一
括
遺
物
や
分
層
結
果
が
な
い
た
め
、

編
年
的
綱
分
が
不
可
能
で
あ
る
と
共
に
、
吉
林
省

　
　
　
　
　
　
⑧

奈
曼
超
大
沁
他
拉
（
同
1
5
～
2
2
）
の
様
に
地
域
差
を

持
つ
可
能
性
も
あ
る
。
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
ロ

ッ
カ
ー
パ
タ
ー
ン
が
施
文
原
体
・
施
文
法
に
於
て

も
明
ら
か
に
遼
東
の
も
の
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、

長
幅
連
続
弧
線
文
土
器
と
し
て
遼
東
と
区
捌
し
て

取
り
上
げ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
種
の
長
幅
連
続
弧
線
文
土
器
は
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

原
の
斐
李
糊
・
磁
山
で
も
出
土
し
て
い
る
。
弓
形
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⑭

的
に
は
、
河
南
省
密
滞
貸
溝
呑
気
の
復
元
例
の
様
に
、
紅
山
文
化
の
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。
施
文
原
体
と
し
て
は
典
型
的
な
紅
山
文
化
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
れ
な
い
櫛
歯
状
の
直
線
的
な
も
の
で
あ
る
。
類
似
し
た
も
の
は
、
巴
林
左
旗
の
発
掘
に
よ
り
、
層
位
的
に
紅
山
文
化
よ
り
新
し
い
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
⑫

二
河
文
化
の
深
鉢
（
同
3
4
）
に
み
ら
れ
る
。
詳
細
な
観
察
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
種
の
文
様
が
編
年
的
細
分
の
根
拠
と
な
ら
な
い
。
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

幅
連
続
弧
線
文
に
限
れ
ば
、
近
年
、
中
原
と
遼
西
を
繋
ぐ
資
料
が
出
て
い
る
。
河
北
省
三
河
県
孟
各
面
で
あ
る
。
上
・
下
層
に
分
層
さ
れ
、
下

層
は
孟
各
庄
1
期
、
上
層
は
孟
各
室
2
期
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
孟
各
庄
2
期
を
紅
山
文
化
に
対
比
し
1
期
を
藩
陽
地
区
の
三

楽
下
層
に
対
比
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
紅
山
文
化
が
仰
紹
文
化
後
期
類
型
に
併
行
す
る
説
を
も
と
に
、
新
楽
下
層
の
方
が
後
上
類
型

よ
り
封
C
年
代
的
に
古
い
と
い
う
事
実
を
ひ
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
語
庄
1
期
に
み
ら
れ
る
採
ッ
カ
ー
パ
タ
ー
ン
は
、
遼
西

の
心
証
連
続
弧
線
文
で
あ
り
、
遼
東
の
短
幅
連
続
弧
線
文
で
は
な
い
。
紅
山
文
化
は
伴
出
遺
物
よ
り
半
坂
早
期
～
廟
底
適
期
に
か
け
て
の
も
の

で
あ
る
か
ら
、
孟
各
庄
1
・
2
期
は
こ
の
段
階
に
納
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
深
鉢
に
お
け
る
ロ
ッ
カ
ー
パ
タ
ー
ン
は
、
中
原
の
方
が
併
行

関
係
か
ら
す
れ
ば
古
い
段
階
か
ら
存
在
し
、
遼
西
の
紅
山
文
化
、
あ
る
い
は
シ
ラ
ム
レ
ン
河
以
北
を
中
心
に
紅
山
文
化
以
降
に
残
る
窟
河
文
化

に
、
同
種
の
施
文
原
体
と
施
文
法
が
残
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
建
策
と
施
文
原
体
・
施
文
法
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
遼
菓
の

短
躯
連
続
弧
線
文
に
対
し
て
、
明
ら
か
に
地
域
圏
を
異
に
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
斜
広
縁
土
器
な
ど
に
み
ら
れ
る
様
に
、
紅
山
文

化
と
貴
様
地
区
の
上
申
下
層
は
併
行
関
係
を
以
て
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
楽
下
層
併
行
の
小
珠
山
下
層
は
大
波
口
文
化
3

期
併
行
の
小
珠
山
中
層
よ
り
古
い
こ
と
か
ら
、
仰
紹
文
化
中
期
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
年
代
的
併
行
性
を
裏
づ
け
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
遼
西
と
遼
東
に
於
て
ロ
ッ
カ
ー
パ
タ
ー
ン
と
い
う
同
種
の
文
様
帯
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
施
文

原
体
・
施
文
法
に
お
け
る
差
異
が
地
域
圏
の
違
い
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
紅
山
文
化
か
ら
小
河
沿
文
化
、
そ
し
て
層
位
的
に
後
出
す
る
夏
家
鼠
下
層
文
化
へ
の
推
移
は
、
系
譜
関
係
上
う
ま
く
辿
り
難
い
。
夏
家
店
下

層
文
化
は
遼
西
全
域
か
ら
河
北
の
京
津
市
地
区
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
燕
山
以
南
と
以
北
で
は
多
少
の
差
異
を
み
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

甘
し
て
論
を
進
め
る
。
李
経
漢
は
、
遼
寧
省
北
票
県
豊
下
、
天
津
市
繭
甲
張
遊
園
な
ど
の
層
位
関
係
か
ら
夏
家
店
下
層
文
化
を
3
期
に
区
分
し
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中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

て
い
る
。
豊
下
5
層
を
前
期
、
豊
下
2
・
3
層
を
中
期
、
張
家
母
3
層
を
後
期
と
す
る
。
妥
当
と
考
え
る
の
で
、
そ
の
説
を
ひ
き
、
中
原
・
遼

東
と
の
併
行
関
係
を
示
す
。

　
前
期
（
第
二
図
－
～
9
）
は
泥
質
黒
陶
の
量
比
が
高
く
、
器
形
的
に
は
壷
、
墾
、
鉢
、
折
腹
盆
、
重
杯
な
ど
が
み
ら
れ
、
薦
と
甑
は
な
い
。

泥
質
黒
陶
で
あ
る
岡
垣
壷
（
同
－
・
3
）
、
杯
、
折
腹
切
（
同
6
）
、
高
杯
（
同
9
）
は
龍
山
文
化
後
期
の
様
相
を
一
が
し
、
こ
の
時
期
が
龍
山
文
化
後

期
に
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
系
譜
を
河
南
龍
山
文
化
あ
る
い
は
山
東
龍
山
文
化
に
求
め
る
か
は
説
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
⑰

で
決
し
難
い
。

　
中
期
（
同
1
0
～
2
2
）
は
色
砂
灰
陶
や
面
面
紅
霞
陶
が
主
流
で
あ
り
、
壷
、
甕
、
鉢
、
皿
、
折
腹
盆
（
同
1
4
．
1
5
）
、
扇
（
間
1
7
～
2
0
）
、
甑
（
同
2
1
．
2
2
）

な
ど
が
あ
る
。
文
様
は
主
と
し
て
縄
席
文
で
あ
り
、
そ
れ
に
数
条
の
平
行
沈
線
文
を
施
す
も
の
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
文
様
・
器
形
的
に
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

原
の
二
里
頭
・
二
黒
岡
文
化
の
土
器
に
類
似
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
寧
城
県
南
山
根
出
土
の
鉢
や
赤
峰
市
薬
王
廟
出
土
の
腹
部
に
多
条
の
隆
帯

を
持
つ
甕
は
、
二
里
頭
文
化
に
類
例
が
知
ら
れ
る
。
同
じ
く
河
北
省
磁
県
下
七
垣
と
の
比
較
に
慌
て
も
、
そ
の
2
層
以
下
す
な
わ
ち
二
里
頭
・

二
里
岡
文
化
に
下
層
中
期
は
併
行
し
よ
う
。
ま
た
、
隔
や
麟
の
袋
状
の
分
樒
部
か
ら
棒
状
に
足
端
が
突
き
出
る
形
態
は
こ
里
岡
文
化
の
も
の
に

類
似
し
て
お
り
下
っ
て
も
股
後
期
の
初
段
階
に
納
ま
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
二
里
頭
・
二
黒
岡
文
化
と
の
違
い
は
、
そ
れ
ら
に
特
徴
的
な
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
大
口
尊
な
ど
が
下
層
中
期
に
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
下
層
中
期
に
は
前
期
以
来
の
折
腹
盆
や
在
地
的
な
隔
（
同
1
7
・
1
8
）
、
彩
絵
陶
（
同
1
8
）
が

存
在
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
様
に
中
期
は
こ
里
馬
・
二
里
岡
文
化
に
併
行
し
、
下
っ
て
も
股
後
期
初
頭
ま
で
の
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ

れ
ら
中
原
と
の
併
行
関
係
、
あ
る
い
は
折
腹
黒
や
彩
絵
陶
の
存
在
か
ら
す
れ
ば
、
遼
東
半
島
の
双
舵
子
2
期
～
双
黒
子
3
期
前
期
に
対
応
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
李
池
貝
は
北
京
黒
房
山
県
琉
璃
河
1
号
墓
、
河
北
省
大
悟
回
族
自
治
県
大
平
頭
1
号
灰
坑
を
中
期
に
入
れ
た
が
、

爾
や
蔽
の
形
態
か
ら
み
て
股
後
期
段
階
に
納
ま
る
べ
き
も
の
と
考
え
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
後
期
に
含
め
る
。

　
後
期
（
同
2
3
～
3
1
）
は
泥
質
灰
陶
の
量
比
が
高
ま
っ
て
い
る
。
縄
本
文
が
主
体
的
文
様
で
あ
り
、
器
種
的
に
は
折
腹
盆
が
消
失
し
、
台
付
鉢

（
同
2
6
．
2
7
）
が
出
現
す
る
。
講
・
顧
の
尖
り
気
味
の
足
端
部
や
高
の
回
縁
の
開
き
方
は
、
股
後
期
の
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
併
行
関
係
が
知
ら35　（201）
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中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

れ
る
。
遼
東
半
島
で
言
え
ば
、
台
付
鉢
の
存
在
か
ら
も
、
双
翼
子
3
期
中
・
後
期
併
行
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

　
層
位
的
に
下
層
文
化
に
つ
ぐ
の
は
夏
家
店
上
層
文
化
で
あ
る
。
近
年
、
両
者
の
間
に
魏
単
子
類
型
を
置
く
考
え
方
が
あ
る
。
朝
陽
県
魏
踊
子

は
仮
葬
で
あ
り
、
そ
の
構
造
や
副
葬
品
か
ら
大
周
前
期
と
さ
れ
る
。
軍
議
県
南
麗
筆
で
は
魏
田
子
類
型
が
下
層
文
化
よ
り
層
位
的
に
新
し
い
こ

と
が
示
さ
れ
る
と
共
に
、
遼
寧
式
銅
剣
を
伴
う
墓
葬
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
周
初
登
灘
器
を
持
つ
穴
蔵
で
も
同
種
の
土
器
が
伴
出
し

　
　
⑳

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
土
器
（
同
3
2
～
3
6
）
は
無
文
の
紅
褐
陶
が
主
で
あ
る
が
、
縄
藤
文
を
施
す
も
の
も
み
ら
れ
る
。
器
種
は
爾
、
鼎
、
顧
、
甕
、

鉢
、
高
潔
な
ど
で
あ
る
。
特
に
扇
は
口
縁
に
隆
帯
を
貼
り
付
け
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
以
上
の
様
に
、
緑
営
子
類
型
は
夏
家
店
下
層

文
化
と
上
層
文
化
を
繋
ぐ
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
が
可
能
で
あ
り
、
土
器
の
系
譜
上
、
縄
販
婦
か
ら
無
文
へ
の
移
行
を
示
し
て
い
る
。

　
夏
家
店
上
層
文
化
（
同
3
7
～
4
4
）
は
甕
、
鉢
、
高
杯
、
高
、
鼎
、
甑
な
ど
か
ら
な
る
。
一
粒
砂
陶
で
あ
り
、
焼
成
度
が
置
く
紅
色
や
褐
色
を
黒

し
て
い
る
。
下
層
文
化
で
み
ら
れ
た
縄
蒲
文
は
完
全
に
消
失
し
、
無
文
化
し
て
い
る
。
浜
縁
に
隆
帯
を
貼
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
を
魏
営
子
類

型
と
の
系
譜
関
係
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
土
器
群
の
年
代
は
、
遼
寧
式
銅
剣
と
共
に
西
周
後
期
～
春
秋
前
期
の
青
銅
郵
器
を
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
⑳

出
す
る
寧
城
県
南
山
根
！
0
号
墓
が
手
掛
か
り
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
出
土
し
た
銅
容
器
と
器
形
を
同
じ
く
す
る
土
器
が
夏
家
店
上
層
文
化
に
み
ら

れ
、
こ
の
土
器
群
の
年
代
の
一
点
が
こ
の
墓
葬
の
副
葬
品
の
年
代
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
夏
家
店
上
層
文
化
は
遼
寧
式
銅
剣

に
伴
う
土
器
群
で
あ
る
。
そ
の
上
限
を
西
周
の
前
・
中
期
ま
で
上
げ
よ
う
と
す
る
考
え
方
も
み
ら
れ
る
が
、
魏
営
子
類
型
と
の
関
係
あ
る
い
は

　
　
　
エ

南
山
根
1
0
号
墓
よ
り
西
周
後
期
以
降
と
思
わ
れ
る
。
下
限
は
蜘
蛛
山
で
層
位
的
に
示
さ
れ
た
様
に
、
戦
国
灰
陶
の
流
入
で
あ
る
。
そ
の
年
代
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

決
め
難
い
が
、
燕
国
の
広
が
り
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
燕
王
銅
黄
の
存
在
や
、
秦
開
に
よ
る
遼
西
郡
の
設
置
を
根
拠
と
し
、
戦
国
後

期
と
考
え
ら
れ
る
。

　
①
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
工
作
隊
「
赤
峰
蜘
蛛
山
遺
祉
的
発
掘
」
　
　
　
　
③
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
工
作
隊
「
赤
峰
西
水
泉
紅
山
文
化
遺
祉
」

　
　
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
九
年
第
二
期
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
考
古
学
報
』
…
九
八
二
年
第
二
期
）
。

　
②
　
遼
寧
省
博
物
賄
・
昭
鳥
達
盟
文
物
工
作
鈷
・
敷
漢
旗
文
化
館
「
遼
寧
数
漢
旗
小
　
　
　
　
④
　
前
掲
注
②
文
献
。

　
　
河
沿
三
種
原
始
文
化
的
発
現
」
（
『
文
物
』
一
九
七
七
年
第
一
二
期
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
厳
文
明
「
半
披
講
詔
文
化
的
分
期
与
類
型
聞
題
」
（
『
考
古
』
一
九
七
七
年
第
三
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期
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
種
の
円
底
罐
は
半
披
早
期
に
属
す
る
と
さ
れ
る
。

⑥
　
李
悲
風
・
高
美
荻
「
試
論
小
河
沿
文
化
」
（
『
中
墨
考
古
学
会
第
二
次
年
会
論
文

　
集
』
一
九
八
〇
　
一
九
八
二
年
）
。

⑦
　
郷
州
市
博
物
館
「
邸
州
大
河
村
遺
祉
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
九
年

　
鏡
三
期
）
。

⑧
　
朱
鳳
欝
「
吉
林
奈
曼
旗
大
鷲
他
拉
新
石
器
時
代
遣
堤
調
査
」
（
『
考
古
』
一
九
七

　
九
年
第
三
期
）
。

⑨
安
志
敏
「
良
品
謝
、
磁
山
和
仰
紹
」
（
『
考
古
』
一
九
七
九
年
第
四
期
）
。

⑩
河
南
省
博
物
館
・
密
県
文
化
館
「
二
階
密
県
索
溝
三
崩
赫
石
器
時
代
遺
肚
」
（
『
考

　
古
学
集
刊
』
第
一
集
　
一
九
八
一
年
）
。

⑪
劉
観
民
・
徐
光
翼
「
遼
河
流
域
新
石
雛
時
代
的
考
古
発
現
与
認
識
」
（
『
中
国
考

　
古
学
会
第
一
次
年
会
論
文
集
』
一
九
七
九
　
一
九
八
○
年
）
。

⑫
　
中
國
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
工
作
隊
「
内
蒙
古
巴
林
左
旗
富
河
蕉
門
遺
境

　
発
掘
簡
輻
謄
（
『
考
古
』
　
一
九
轟
ハ
四
［
年
第
一
期
目
）
。

⑬
　
河
北
省
文
物
管
理
処
・
廊
房
地
区
文
化
局
「
河
北
三
河
県
孟
各
課
遺
蛙
」
（
『
考

　
古
』
一
九
八
三
年
第
五
期
）
。
母
家
広
「
孟
各
庄
新
石
器
時
代
遺
存
的
初
探
」
（
『
考

　
古
』
一
九
八
三
年
第
五
期
）
。

⑭
　
李
経
漢
「
試
論
夏
本
店
下
層
文
化
的
分
類
和
類
型
」
（
『
中
国
考
古
学
会
第
～
次

　
年
会
論
文
集
』
一
九
七
九
　
一
九
八
○
年
）
。

⑮
　
遼
寧
省
文
物
幹
部
培
訓
班
「
遼
寧
北
票
累
豊
下
講
堂
一
九
七
二
年
春
発
掘
簡
報
」

　
（
『
考
＋
目
』
　
一
九
七
六
年
第
三
期
）
。

⑯
天
津
市
文
物
管
理
処
「
天
津
繭
県
張
家
園
遺
墨
試
掘
熱
帯
」
（
『
文
物
資
料
叢
刊
』

　
一
　
一
九
七
七
年
）
。

⑰
縄
鳶
文
や
方
格
文
を
持
つ
灰
陶
甕
な
ど
か
ら
は
、
河
南
糎
山
文
化
の
影
響
が
考

　
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
京
市
文
物
考
古
隊
「
建
圏
以
来
北
京
市
考
古
和
文
物
保
護

　
工
作
」
（
『
文
物
考
古
工
作
三
十
年
』
　
九
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
河
南
龍
出
文
化

　
と
の
関
係
が
説
か
れ
る
北
京
周
辺
の
雪
害
第
2
期
文
化
が
、
夏
胃
石
下
層
文
化
前

　
期
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
も
、
河
南
龍
山
文
化
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
し
か

　
し
、
黒
陶
双
墨
壷
は
山
東
龍
山
文
化
に
類
似
し
た
も
の
が
み
ら
れ
、
河
北
省
文
物

　
管
理
処
「
河
北
省
三
十
年
来
的
考
古
工
作
」
（
『
文
物
考
古
工
作
三
十
年
』
一
九
七

　
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
河
北
省
の
北
部
沿
岸
は
山
來
龍
山
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い

　
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

⑬
　
中
國
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
工
作
隊
蕃
撃
城
南
山
根
喪
具
発
掘
報
告
L
（
『
考

　
古
学
報
』
一
九
七
五
年
第
一
期
）
。

⑲
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
内
蒙
古
工
作
隊
「
赤
峰
薬
王
溺
、
夏
蔦
胸
毛
肚
試
掘

　
報
告
」
（
『
考
古
学
報
駈
一
九
七
陽
年
第
一
期
）
。

⑳
河
北
省
文
物
管
理
処
「
磁
県
下
七
垣
遺
趾
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
学
報
』
～
九
七

　
九
年
第
二
期
）
。

⑳
　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
遼
寧
工
作
隊
「
敷
漢
事
大
旬
子
遺
却
一
九
七
四
年
試

　
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
～
九
七
五
年
第
二
期
）
、
李
殿
福
「
欝
欝
省
庫
倫
、
翠
蔓
両
型

　
夏
家
店
下
層
文
化
遺
祉
分
布
与
内
側
」
（
『
文
物
資
料
叢
刊
』
七
　
一
九
八
三
年
）

　
に
彩
絵
陶
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
夏
家
禽
下
層
文
化
に
属
す
る
と
ざ
れ
る
北
京
市

　
雪
山
遺
境
第
3
期
文
化
に
も
彩
絵
陶
が
存
在
す
る
。

⑫
　
北
京
市
文
物
管
理
処
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
琉
璃
河
考
古
工
作
隊
・
房
由

　
県
文
激
暑
「
北
京
琉
璃
河
夏
店
下
膚
文
化
墓
葬
」
（
『
考
古
』
～
九
七
六
年
第
一
期
）
。

⑱
　
天
津
市
文
化
局
考
古
発
掘
隊
「
河
北
大
廠
回
族
自
治
掌
大
断
頭
遣
肚
試
掘
簡
報
」

　
（
『
考
古
』
　
一
九
六
六
年
構
一
期
）
。

⑭
　
遼
寧
省
博
物
館
文
物
工
作
隊
「
遼
寧
朝
陽
県
魏
営
子
西
周
平
和
古
遺
墨
」
（
『
考

　
古
』
一
九
七
七
年
額
五
期
）
。

⑳
　
省
文
物
普
査
訓
練
班
「
一
九
七
九
年
朝
陽
地
区
文
物
普
査
発
掘
的
主
要
収
穫
」

　
（
『
遼
寧
文
物
』
一
九
八
○
年
第
一
期
）
。

⑳
　
前
掲
注
⑭
文
献
に
よ
れ
ば
、
出
機
県
海
島
嘗
子
斎
蔵
、
喀
左
照
北
洞
村
讐
蔵
の

　
周
辺
に
み
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
熱
河
省
博
物
館
簿
備
組
「
熱
河
凌
源
梁
海
島
営
子

　
村
発
掘
的
古
代
青
銅
器
」
　
（
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
入
年
第
八
期
）
。
喀
左
県
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文
化
局
・
朝
陽
地
区
博
物
館
・
遼
寧
省
博
物
館
・
北
洞
文
物
発
掘
小
組
「
遼
寧
喀

　
左
県
北
洞
村
出
土
的
青
鋸
器
」
（
『
考
古
陶
一
九
七
四
年
第
六
期
）
。

（
⑳
　
遼
寧
省
出
塁
達
盟
文
物
工
作
鮎
・
中
呈
出
学
院
考
古
研
究
所
策
北
工
作
隊
「
寧

　
城
県
南
郎
根
的
石
棺
墓
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七
三
年
第
二
期
）

⑱
　
こ
れ
は
遼
寧
省
林
西
県
大
井
銅
鉱
夏
家
妻
上
層
文
化
冶
鋳
遺
跡
の
M
C
年
代
を

　
も
と
に
し
た
考
え
方
で
あ
り
、
問
題
が
あ
る
。
遼
寧
省
博
物
館
文
物
工
作
隊
「
遼

　
罷
職
西
県
大
井
古
銅
鉱
一
九
七
六
年
試
掘
簡
報
」
（
『
文
物
資
料
叢
刊
』
七
　
一
九

　
八
三
年
）
。

㊥
　
魚
棚
銘
の
青
鋼
武
器
は
多
数
存
在
す
る
が
、
出
土
地
の
知
ら
れ
る
も
の
で
遼
西

　
出
土
の
も
の
は
、
北
男
爵
東
富
営
子
出
土
の
鶴
町
職
父
が
あ
る
。
燕
王
職
に
つ
い

　
て
は
、
張
震
沢
「
燕
王
職
父
考
釈
」
（
『
考
古
』
一
九
七
三
年
第
四
期
）
の
公
子
職

　
（
B
．
c
，
三
蕩
心
～
三
一
二
年
）
と
す
る
説
と
、
郭
沫
若
「
釈
薫
」
（
『
金
文
叢
放
』

　
一
九
五
四
年
）
の
昭
王
（
B
．
C
．
三
一
二
～
二
七
九
年
）
と
す
る
説
が
あ
る
。
燕

　
玉
職
銘
武
器
の
出
土
量
か
ら
し
て
も
後
者
の
説
の
妥
当
性
が
高
い
が
、
ど
ち
ら
に

　
し
ろ
戦
国
後
期
初
頭
と
言
え
る
。

⑳
　
『
史
記
』
巻
期
匂
奴
列
伝
の
記
載
に
よ
り
遼
西
郡
の
設
置
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ

　
は
趙
武
霊
王
（
B
曜
C
．
三
二
五
～
二
九
八
年
）
の
長
誠
建
設
後
の
こ
と
で
あ
る
か

　
ら
、
燕
昭
王
代
（
B
．
C
．
三
＝
～
～
二
七
九
年
）
と
す
る
考
え
方
が
一
般
的
で
あ

　
る
。
よ
っ
て
燕
の
遼
酉
へ
の
流
入
を
戦
国
後
期
と
考
え
る
。
な
お
、
王
兆
軍
「
内

　
曲
象
＋
口
昭
哨
鼠
岬
達
明
盤
亦
峰
市
発
現
戦
園
門
守
」
（
『
考
古
』
　
一
九
山
ハ
四
年
第
一
期
）
に
凱
戦
国

　
墓
の
報
告
が
あ
る
が
、
伴
出
遺
物
か
ら
は
戦
園
の
ど
の
段
階
で
あ
る
か
決
め
難
い
。
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四
　
黒
龍
江
省
－
地
域
別
土
器
編
年
⇔
一

　
　

　
禰
　
松
　
轍
　
平
　
原

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
松
轍
平
原
最
古
の
土
器
群
は
昂
昂
渓
文
化
で
あ
る
。
所
謂
細
石
器
文
化
で
あ
る
が
、
層
位
的
資
料
や
一
括
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
こ
ろ
が

ら
、
細
分
作
業
は
困
難
と
言
え
よ
う
。
器
種
は
深
碧
が
主
で
あ
り
、
御
鉢
の
多
く
は
筒
状
あ
る
い
は
や
や
口
縁
部
が
す
ぼ
ま
り
胴
部
が
ふ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

む
平
底
土
器
で
あ
る
。
ま
た
、
注
口
付
近
鉢
（
第
＝
一
図
6
）
と
い
う
特
異
な
器
形
も
み
ら
れ
る
。
塵
土
に
貝
殻
片
を
混
入
す
る
例
に
も
特
微
が
あ

る
。
文
様
は
隆
起
文
（
同
1
～
6
）
が
主
で
、
刺
突
文
、
油
圧
方
格
文
、
幾
何
学
文
（
同
7
）
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
内
、
隆
起
文
に
関
し
て
は
、
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ム
ー
ル
川
中
流
域
の
ノ
ヴ
ォ
ペ
ト
ロ
フ
カ
文
化
と
の
類
似
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
隆
起
文
と
共
に
刺
突
文
・
押
上
方
格
文
に
つ
い
て
は
、
三
江
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

原
の
新
開
流
上
・
下
層
に
類
似
遺
物
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
れ
に
時
期
的
併
行
関
係
を
考
え
る
。
吉
林
省
挑
安
県
双
塔
屯
で
は
、
昂
々

渓
文
化
の
特
徴
的
土
器
と
共
に
、
遼
西
の
特
色
を
示
す
長
幅
連
続
弧
線
文
土
器
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
が
共
伴
関
係
を
示
す
も
の
と
す
れ
ば
、
遼

寧
の
紅
山
文
化
・
遡
河
文
化
と
の
対
応
も
想
像
さ
れ
る
。
但
し
、
幾
何
学
文
土
器
の
存
在
は
昂
々
渓
文
化
が
か
な
り
の
時
期
幅
を
持
つ
こ
と
を
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望
海
屯
（
漢
書
2
期
）

示
し
て
い
る
。

　
松
緻
平
原
で
は
、
昂
々
渓
文
化
以
外

　
　
　
　
　
⑥

に
白
金
宝
文
化
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は

す
で
に
繭
を
持
っ
て
い
る
な
ど
、
昂
々

渓
文
化
と
は
時
期
的
隔
た
り
が
存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
い
る
。
白
金
宝
文
化
は
白
金
宝
類
型

　
　
　
　
　
⑧

と
山
海
屯
類
型
に
細
別
さ
れ
、
吉
林
省

　
　
　
　
⑨

大
安
県
漢
書
で
は
そ
れ
が
層
位
的
に
示

さ
れ
て
い
る
。

　
白
金
宝
類
型
（
同
8
～
1
6
）
は
、
壷
、
丁

丁
、
浅
鉢
、
支
座
、
扇
、
鼎
な
ど
か
ら

な
る
。
扇
（
同
1
6
）
は
縄
元
文
を
施
す
も

の
が
大
半
で
あ
り
、
施
文
法
か
ら
言
え

ば
遼
西
の
夏
家
店
下
層
文
化
に
類
似
す

る
が
、
感
心
は
異
な
り
、
夏
家
店
上
層

文
化
や
藩
陽
地
区
の
新
楽
上
層
に
似
る
。

壷
、
深
鉢
、
浅
鉢
は
箆
描
き
状
の
幾
何

学
文
を
飾
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
様
な
特
徴
を
持
っ
た
土
器
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群
を
、
吉
林
省
大
安
県
付
近
で
は
漢
書
1
期
文
化
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
両
者
を
同
一
群
と
し
、
白
金
宝
類
型
と
す
る
。
吉
林
省
大
安
県

　
　
⑩

東
山
頭
の
墓
葬
で
示
さ
れ
る
様
に
、
こ
の
時
期
は
す
で
に
青
銅
器
文
化
の
段
階
に
あ
る
。
こ
れ
は
遼
西
の
夏
家
店
上
層
に
対
応
す
る
も
の
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
遼
寧
省
翁
牛
黒
旗
大
饗
子
で
は
、
同
｝
墓
か
ら
夏
草
店
上
層
文
化
に
相
当
す
る
土
器
と
共
に
、
白
金
宝
類
型
の
特
徴
を
示

す
幾
何
学
文
土
器
が
伴
出
し
て
お
り
、
こ
の
年
代
観
を
妥
当
な
も
の
に
し
て
い
る
。
続
く
望
海
屯
類
型
と
の
関
係
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
白
金
宝

類
型
は
遼
東
半
島
上
馬
石
A
地
点
上
層
期
、
甘
辛
墓
・
楼
上
早
期
に
相
当
す
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

　
大
安
県
漢
書
で
層
位
的
に
後
出
す
る
と
さ
れ
た
漢
書
2
期
文
化
は
望
海
量
類
型
（
同
1
7
～
2
6
）
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
、
壷
、
深
鉢
、
浅
黄
、
衛

な
ど
か
ら
な
る
。
爾
は
迎
撃
文
を
持
つ
が
、
白
金
宝
類
型
よ
り
退
化
し
て
分
掌
部
が
燈
小
化
し
て
い
る
。
白
金
宝
類
型
に
続
い
て
幾
何
学
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
彩
絵
陶
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
に
も
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
中
に
は
幾
何
学
文
を
購
成
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
異
な
望
海

屯
類
型
は
、
青
銅
器
や
陶
箔
あ
る
い
は
鉄
器
を
伴
う
と
こ
ろ
が
ら
下
限
は
漢
代
と
さ
れ
、
遼
東
半
島
昇
家
村
1
2
号
墓
期
以
降
に
併
行
し
よ
う
。

　
⇒
　
三
江
平
原
・
牡
丹
江
流
域

　
（

　
本
地
域
最
古
の
土
器
群
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
黒
龍
江
省
密
山
県
新
開
流
に
あ
る
。
新
開
流
は
上
・
下
層
に
分
層
さ
れ
て
お
り
、
有
効
な
資
料

と
な
っ
て
い
る
。
下
層
は
平
底
で
口
縁
が
や
や
広
が
っ
た
深
鉢
（
第
一
三
図
工
）
が
知
ら
れ
る
。
文
様
は
刻
み
目
三
角
文
、
刻
み
目
菱
形
文
、
刺

突
楕
円
文
、
波
状
隆
起
文
、
平
行
隆
起
文
な
ど
が
あ
る
。
押
漢
方
格
文
や
隆
起
文
に
は
易
昂
渓
文
化
と
の
関
連
が
想
定
で
き
る
。
一
方
、
上
層

（
同
2
～
8
）
は
墨
形
に
や
や
多
様
性
が
み
ら
れ
、
下
層
よ
り
浜
縁
の
す
ぼ
ま
っ
た
深
鉢
（
同
4
・
6
）
や
男
縁
が
外
反
し
た
筒
形
の
八
景
（
同
8
）

な
ど
が
あ
る
。
押
圧
魚
鱗
文
、
押
圧
菱
形
文
、
短
斜
線
状
刺
突
文
、
隆
起
文
な
ど
が
複
合
し
て
諺
文
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
特
に
魚
鱗
文
や
菱

形
文
が
多
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
上
層
も
同
様
に
昂
昂
渓
文
化
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
上
・
下
層
に
み
ら
れ
る
菱
形
文
は
沿

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

海
州
の
オ
シ
ノ
フ
カ
豆
に
対
比
で
き
る
。
上
層
の
菱
形
文
と
刺
突
文
が
複
合
文
様
化
し
て
い
る
（
同
2
～
4
．
8
）
点
で
は
、
東
北
朝
鮮
の
西
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

項
2
期
に
対
比
で
き
よ
う
。

41　（207）



　
　
　
　
　
　
ユ
「

新
開
流
下
層

　
　
　
　
臓

　
　
　
　
郷

　　

@
8
兇

隙　　
ア

ロ
ロ
，

〉
蕪
辮
．
㎝
、
　
4

翠
蔓

巨
懲
鞭

2　’　3

新
開
流
上
層

「
一
…
－
　
　
　
　
齢
　
　
　
　
嘘
　
　
　
　
1
5
　
　
　
1
6
［
…
　
　
1
5
門

「

別
獅
　
　
　
2
ー
ア
∀
，
　
9
田
肝
　
　
　
B
汰
　
　
　
　
陵
　
　
　
　
既
　
　
F
聯
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
恥

鶯
歌
嶺
下
層

鶯
歌
嶺
上
層

団
結
下
層

第13図　三江平原・牡丹江流域＝ヒ器変遷図（空欄部分は土器型式未確認部分，縮尺1／！6）

　
層
位
的
に
先
後
関
係
が
分
か

る
遺
跡
と
し
て
、
別
に
黒
龍
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

省
寧
安
漿
鶯
歌
下
上
・
下
層
が

あ
る
。
下
層
は
箆
描
き
状
魚
骨

文
×
同
9
・
1
0
）
を
特
徴
と
す
る

土
器
群
で
、
他
に
列
点
魚
骨
文

（
同
1
1
）
・
刺
突
文
（
同
1
2
・
1
3
）

な
ど
が
知
ら
れ
る
。
沿
海
州
の

　
　
　
　
　
⑯

ザ
イ
サ
ノ
フ
カ
と
類
似
す
る
と

い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
に

は
特
徴
的
な
雷
文
が
み
ら
れ
ず
、

渦
文
に
類
似
す
る
文
様
（
同
1
4
）

が
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
ザ
イ
サ

ノ
フ
玉
酒
払
剛
の
セ
ニ
キ
ナ
・
シ

　
　
　
⑰

ヤ
ブ
カ
∬
に
対
比
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
点
か
ら
言
え
ば
東
北
朝
鮮

の
西
浦
項
3
期
に
対
応
し
て
考

え
ら
れ
、
他
の
文
様
か
ら
し
て
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中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

も
西
浦
項
3
期
よ
り
新
し
い
も
の
と
は
い
え
ま
い
。
上
層
（
同
1
5
・
1
6
）
は
素
直
土
器
を
特
徴
と
し
、
僅
か
に
口
縁
端
部
を
刻
む
と
い
う
手
法
が

み
ら
れ
る
。
深
鉢
、
鉢
、
甕
な
ど
か
ら
な
り
、
少
量
な
が
ら
泥
質
黒
陶
も
存
在
す
る
。
年
代
的
に
は
鶯
歌
島
下
層
と
次
に
述
べ
る
団
結
下
層
の

聞
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
黒
龍
江
省
東
顔
汚
団
結
下
層
は
、
遼
東
半
島
雰
家
村
1
2
号
墓
期
に
類
似
し
た
土
器
群
（
同
1
7
～
2
2
）
か
ら
な
る
。
特
に
長
い
筒
状
の
脚
を
持
つ

高
杯
（
同
2
1
）
は
そ
の
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
。
他
に
瘤
状
突
起
を
持
つ
欝
血
や
発
が
存
在
す
る
。
な
お
、
団
結
下
層
は
層
位
的
に
一
・
2
期
に

分
か
れ
る
が
、
2
期
は
五
鉄
銭
が
伴
出
し
て
い
る
様
に
漢
代
以
降
で
あ
り
、
団
結
下
層
1
期
を
サ
家
村
1
2
号
墓
礎
盤
行
な
い
し
そ
れ
以
降
の
も

の
と
考
え
る
。

　
こ
の
様
に
松
嬢
平
原
と
三
江
平
原
・
牡
丹
江
流
域
は
、
当
初
、
昂
昂
渓
文
化
と
新
開
流
上
・
下
層
に
相
似
性
が
存
在
し
、
広
範
な
地
域
圏
が

知
ら
れ
る
。
こ
れ
が
両
地
域
を
論
わ
せ
て
黒
龍
江
省
と
し
て
認
識
し
た
由
縁
で
も
あ
る
が
、
そ
の
後
、
編
年
的
欠
落
を
持
ち
な
が
ら
異
な
っ
た

状
況
を
嫁
す
る
。
前
者
に
お
け
る
白
金
宝
文
化
の
遼
西
の
影
響
で
あ
り
、
後
者
に
お
け
る
、
沿
海
州
・
東
北
朝
鮮
と
の
強
固
な
結
び
付
き
と
共

に
、
団
結
下
層
に
み
ら
れ
る
遼
東
と
の
類
似
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
東
北
地
方
内
の
地
域
圏
の
変
動
に
よ
る
結
果
と
し
て
解
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
当
初
の
地
域
圏
を
以
て
黒
龍
江
省
と
し
て
設
定
し
、
個
別
地
域
編
年
を
呈
示
し
た
の
で
あ
る
。

①
　
梁
思
永
「
昂
昂
渓
史
前
遺
祉
」
（
『
梁
思
群
論
文
集
竺
九
五
九
年
）
。
黒
点
江
省

　
博
物
館
「
昂
昂
渓
新
石
器
時
代
遣
祉
的
調
査
」
（
『
考
古
』
一
九
七
四
年
第
二
期
）
。

②
　
奥
田
直
栄
「
北
満
鯛
麺
渓
発
見
の
細
石
器
包
含
厨
」
（
『
人
類
学
雑
誌
』
五
九
巻

　
第
二
号
　
一
九
四
四
年
）
。

③
鋭
§
h
o
や
窃
瞭
葵
。
”
さ
恥
。
ミ
ミ
、
g
ミ
§
蓬
き
ミ
竜
貸
金
亀
ミ
。
。
o
｝
繭
ミ
3

　
エ
畠
o
o
刷
【
9
壱
。
お
お
刈
O
。
　
加
藤
晋
平
「
シ
ベ
リ
ア
の
新
石
器
土
器
」
（
『
縄
文
土
器

　
大
成
』
五
　
一
九
八
二
年
）
。

④
　
黒
龍
江
省
文
物
考
古
工
作
隊
「
密
山
県
新
開
流
遣
祉
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
七

　
九
年
第
四
期
）

⑤
吉
林
省
文
物
工
作
隊
「
吉
林
拳
蟹
県
双
塔
屯
原
始
文
化
遺
祉
調
査
」
（
『
考
古
』

　
一
九
八
三
年
第
一
二
期
）

⑥
　
揚
虎
、
諏
英
傑
、
張
泰
湘
「
黒
黒
江
古
代
文
化
初
買
」
（
『
中
国
考
古
学
会
第
一

　
次
年
会
論
文
集
臨
一
九
七
九
　
一
九
八
○
年
）
。

⑦
黒
龍
江
省
文
物
考
古
工
作
隊
「
黒
龍
江
肇
豪
強
金
宝
遺
墨
第
一
次
発
掘
」
（
『
考

　
古
隔
一
九
八
○
年
半
四
期
）
。

⑧
　
丹
化
沙
「
黒
耀
江
肇
源
望
海
屯
新
石
器
時
代
遺
肚
」
（
『
考
古
』
一
九
六
一
年
第

　
一
〇
期
）
。

⑨
吉
林
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
・
吉
林
省
博
物
館
考
古
隊
「
大
安
漢
書
遺
子
発
掘
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的
主
要
収
穫
」
（
『
東
北
考
古
与
歴
史
』
第
一
輯
　
一
九
八
二
年
）
。

⑩
吉
林
省
博
物
館
「
吉
林
大
安
東
凶
無
碍
駆
通
理
」
（
『
考
古
隔
一
九
六
一
年
第
八

　
期
）
。

＠
買
鴻
恩
「
翁
難
題
旗
大
諸
子
青
鋼
短
剣
墓
」
（
『
文
物
』
一
九
八
四
年
第
二
期
）

⑫
吉
林
省
斐
安
県
田
家
培
子
〔
吉
林
大
学
歴
史
系
「
吉
林
農
期
田
家
磯
子
遺
塩
試

　
掘
簡
報
」
（
『
考
古
要
九
七
九
年
第
二
期
）
〕
に
も
彩
絵
陶
が
存
在
す
る
が
、
望
海

　
屯
類
型
と
土
器
様
相
を
異
に
し
、
士
口
開
地
区
の
長
蛇
山
・
土
城
子
と
望
海
屯
類
型

　
の
中
間
地
点
的
様
相
を
墨
し
て
い
る
。

⑬
鋭
戸
9
（
麸
髪
巽
。
し
・
邑
8
碁
嶋
9
0
巷
嗣
；
魯
建
唐
①
8
切
。
。
↓
9
＄
（
§
』
§
蓮
h
吋

　
馬
ミ
凄
黛
↓
ミ
飛
ミ
ミ
ミ
飛
O
O
6
ヤ
三
〇
〇
冒
9
一
ミ
O
）

⑭
金
用
野
・
徐
国
泰
「
西
浦
項
原
始
遺
跡
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
民
俗
論
文
集
』
四

　
一
九
七
…
一
年
）
。

⑯
黒
龍
江
劣
文
物
考
古
工
作
隊
「
黒
龍
江
寧
安
県
鶯
銀
嶺
遣
肚
」
（
『
考
古
隠
一
九

　
八
一
年
第
六
期
）
。

⑯
　
T
．
珂
．
安
徳
烈
耶
夫
「
在
大
門
得
湾
沿
岸
及
其
島
二
上
発
現
的
公
元
前
第
二
至

　
第
一
千
年
坐
禅
跡
」
（
『
考
古
学
報
』
　
九
五
八
年
第
四
期
）
。

⑰
前
掲
注
⑬
文
献
。

⑱
前
掲
注
⑥
文
献
。
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五
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
各
地
区
相
互
の
関
係

　
各
地
域
の
個
別
編
年
を
、
遼
東
半
島
土
器
編
年
と
の
対
応
に
よ
っ
て
整
理
し
、
中
国
東
北
地
方
の
編
年
網
と
し
た
の
が
第
三
表
で
あ
る
。

　
当
初
、
遼
東
半
島
、
藩
陽
地
区
、
西
北
朝
鮮
、
吉
長
地
区
を
一
帯
と
す
る
遼
東
に
は
、
短
幅
連
続
弧
線
文
土
器
を
特
徴
と
す
る
大
き
な
土
器

地
域
圏
が
存
在
す
る
。
一
方
、
同
じ
ロ
ッ
カ
ー
パ
タ
ー
ン
の
手
法
を
用
い
な
が
ら
、
施
文
原
体
・
施
文
法
を
異
に
す
る
三
幅
連
続
弧
線
文
土
器

が
遼
西
一
円
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
分
布
は
河
北
の
坊
津
唐
地
区
に
ま
で
達
す
る
が
、
同
種
の
施
文
技
法
は
こ
れ
ら
よ
り
古
い
と
さ
れ
る
中

原
の
裟
李
樹
・
磁
山
文
化
に
ま
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
施
文
法
を
伝
播
関
係
と
し
て
捉
え
う
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
と
も
か
く
、
遼
西
を
地
域

圏
と
す
る
長
幅
連
続
弧
線
文
土
器
と
、
遼
東
一
円
を
地
域
圏
と
す
る
短
籍
連
続
弧
線
文
土
器
は
、
古
河
を
挾
ん
で
対
立
的
に
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
圏
の
対
比
は
続
く
時
期
に
も
存
続
し
て
い
る
。
藩
陽
地
区
・
吉
長
地
区
は
不
明
な
も
の
の
、
遼
東
半
島
か
ら
西
北
朝
鮮
は
ひ
き
続
き

同
一
地
域
圏
を
示
し
、
小
珠
山
中
層
期
・
呉
家
村
期
と
続
く
。
遼
西
で
は
呉
家
村
期
併
行
と
し
て
小
河
沿
文
化
が
対
峙
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、

遼
東
半
島
に
は
確
実
に
大
波
口
文
化
前
・
中
期
の
搬
入
品
が
知
ら
れ
、
山
東
と
の
関
係
が
深
い
。
同
じ
く
大
波
口
文
化
中
期
の
影
響
を
受
け
る

と
さ
れ
る
谷
下
の
小
河
沿
文
化
は
、
仮
に
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
遼
東
半
島
経
由
と
い
う
よ
り
は
、
黄
海
沿
岸
を
北
上
し
た
影
響
関
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第3衷　中国棄北地方先史時代土器編年表

中 原 遼 西1山 刺 遼東半島

嚢李崩・磁四

半

　　　後岡

廟　底　溝

一大河村3期一

　鯛底溝且期

　後岡韮期

客省庄H期

股

西
春
戦

一

西

里
里
後

頭
岡
期

一

周
秋
国

漢

紅 拍i

小河沿・密河

鷺店前期一

中期

　　　後期

一魏　営　子一

　夏家店上層

燕

北 辛

大枚口煎期

中期

後期

龍山前期

　　中期
　　後期一

岳　　石

　
　
　
層

　
　
　
下

↑
…
…
…
…
…
…
類

　
　
　
小

潮
村

中
山
家

珠
小
呉

小珠山上瀬

．睡蹴区「西欄鮮．艶ｽ地区「爾鯨薩蕪蕪

一双舵子1期一

　　　　　2期
　　　　　3期
　　　　　一期
　　　　　中期
　　　　　後期
一上馬石A地点下層一

上馬石A地点上層

　崩上墓・楼上墓
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係
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
、
大
波
口
文
化
の
拡
散
現
象
の
影
が
こ
れ
ら
地
域
に
み
ら
れ
る
。
一
方
、
吉
長

以
北
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
松
轍
平
原
の
退
潮
渓
文
化
、
三
江
平
原
・
牡
丹
江
流
域
の
新
開
流
上
・
下
層
は
、
隆
起
文
・
刺
突
文
を
特
徴
と
し
て
、

遼
西
・
遼
東
と
は
異
な
っ
た
土
器
群
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
遼
西
・
遼
東
と
の
対
比
は
詳
細
に
は
示
し
き
れ
な
い
が
、
朝
鮮
半
島
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

連
お
よ
び
長
幅
連
続
弧
線
文
士
器
の
伴
出
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
富
河
文
化
以
前
に
は
併
行
関
係
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
昂
昂
渓
文

化
は
ア
ム
ー
ル
川
中
流
域
と
、
新
開
流
上
・
下
層
は
沿
海
州
・
東
北
朝
鮮
と
の
関
連
が
深
い
。
こ
の
様
に
み
て
く
れ
ば
、
遼
東
半
島
呉
家
村
期

以
前
の
中
国
東
北
地
方
に
は
、
藤
西
、
遼
東
、
黒
龍
江
省
を
中
心
と
す
る
三
土
器
地
域
圏
が
鼎
立
し
た
状
態
が
存
在
す
る
。
軍
国
の
長
幅
連
続

弧
線
文
土
器
、
遼
東
の
短
幅
連
続
弧
線
文
土
器
、
黒
龍
江
省
の
隆
起
文
・
刺
突
文
土
器
で
あ
る
。
こ
の
鼎
立
し
た
地
域
圏
こ
そ
新
石
器
時
代
を

通
じ
た
基
本
的
地
域
区
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
遼
西
・
遼
東
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
大
波
口
中
期
文
化
の
拡
散
現
象
に
対
し
て
、
大
波
口
後
期
文
化
は
そ
の
力
を
次
第
に
縮
小
さ
せ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
系
譜
を
ひ
く
山
東
龍
山
文
化
は
ひ
き
続
き
遼
東
半
島
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
遼
東
半
島
は
龍
山
文
化
そ
の
も
の
の
土
器
様
相

を
承
す
が
、
在
地
系
土
器
群
の
存
在
か
ら
す
れ
ば
、
前
代
以
来
の
西
北
朝
鮮
を
含
む
遼
東
の
地
域
圏
は
存
続
し
て
い
る
。
一
方
、
龍
山
文
化
後

期
に
は
巽
西
で
も
龍
山
文
化
の
流
れ
を
ひ
く
講
堂
店
下
層
前
期
文
化
が
成
立
す
る
。
こ
の
系
譜
を
河
南
龍
山
文
化
に
求
め
る
か
、
あ
る
い
は
山

東
龍
山
文
化
に
求
め
る
か
は
、
に
わ
か
に
決
め
難
い
。
確
実
に
は
、
夏
家
店
下
層
文
化
中
期
に
至
れ
ば
、
在
地
的
特
徴
を
持
ち
つ
つ
も
、
中
原

の
二
里
頭
・
二
里
岡
文
化
と
の
類
似
性
を
示
し
、
そ
れ
ら
の
影
響
が
強
い
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
と
共
に
、
爾
・
甑
を
中
心
と
す
る
土
器
組
成

に
変
化
が
生
じ
生
活
様
式
の
変
革
が
知
ら
れ
る
。
股
後
期
併
行
と
考
え
ら
れ
る
夏
家
店
下
層
後
期
文
化
も
ひ
き
続
き
中
原
の
影
響
を
受
け
て
お

り
、
段
後
期
な
い
し
周
初
の
銅
器
群
が
黒
藻
一
帯
に
分
布
す
る
事
実
は
、
土
器
に
示
さ
れ
た
関
係
の
深
さ
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
次
第
に
中
原
と
の
関
係
を
増
し
て
い
る
遼
西
に
対
し
て
、
古
河
を
挾
ん
で
対
立
的
な
地
域
圏
を
示
す
遼
東
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
山

東
龍
山
文
化
の
影
響
下
に
あ
る
小
止
山
上
層
期
は
、
在
地
系
土
器
群
の
存
在
に
よ
り
遼
東
一
円
か
ら
西
北
朝
鮮
に
か
け
て
土
器
地
域
圏
を
維
持

し
て
い
る
。
続
く
双
陀
子
1
期
は
、
前
代
の
系
譜
上
に
あ
り
な
が
ら
、
彩
絵
陶
を
出
現
さ
せ
る
と
共
に
、
そ
の
文
様
構
成
上
在
地
性
が
知
ら
れ
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る
。
中
原
の
二
里
早
期
以
前
と
考
え
ら
れ
る
山
東
の
岳
石
文
化
の
影
響
は
、
続
く
双
長
子
2
期
に
み
ら
れ
る
。
双
鮎
子
2
期
か
ら
盤
陀
子
3
期

前
期
に
か
け
て
は
折
腹
盆
の
存
在
を
み
れ
ば
、
遼
西
の
君
家
店
下
層
中
期
に
併
行
し
よ
う
。
ま
た
、
そ
こ
で
の
彩
絵
繭
の
出
現
は
、
編
年
的
に

み
て
遼
東
の
影
響
と
も
解
せ
る
。
同
じ
様
に
、
山
東
岳
石
文
化
で
の
彩
絵
陶
の
出
現
も
、
遼
東
か
ら
の
逆
流
入
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

双
陀
子
2
期
以
降
、
頗
が
出
現
し
小
珠
山
上
嵐
窓
以
降
の
変
革
に
加
え
、
頗
を
中
心
と
す
る
生
活
様
式
の
変
化
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
遼
西

の
扇
・
藪
を
中
心
と
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
帯
が
存
在
せ
ず
甑
の
発
達
が
著
し
い
点
に
地
域
的
な
明
確
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
同
時
に
、
双

落
子
2
期
ま
で
の
山
東
の
強
い
影
響
に
対
し
、
双
舵
子
3
期
以
降
、
山
東
が
中
原
の
影
響
化
に
入
っ
た
が
た
め
に
、
山
東
自
身
が
影
響
力
を
失

っ
た
こ
と
は
、
遼
東
半
鶴
の
独
自
性
を
強
め
さ
せ
る
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
と
共
に
、
遼
東
と
し
て
の
在
地
的
地
域
圏
を
存
続
せ
し
め
る
こ

と
に
も
な
る
。

　
翻
っ
て
遼
東
の
在
地
的
地
域
圏
の
特
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
小
珠
山
上
半
期
以
降
の
幾
何
学
文
土
器
に
注
目
さ
れ
る
。
朝
鮮
北
部
か
ら
遼
東

に
か
け
て
の
幾
何
学
文
は
数
類
型
に
分
け
て
考
え
う
る
。
小
照
山
上
層
期
か
ら
双
調
子
3
期
前
期
に
か
け
て
併
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
幾
何
学

文
は
、
偏
卜
子
類
型
を
豊
艶
と
す
る
直
線
帯
を
斜
線
で
埋
め
た
重
層
三
角
文
（
第
七
図
6
）
と
、
新
岩
里
1
期
を
特
徴
と
す
る
変
形
雷
文
系
幾
何

学
文
（
第
八
図
1
7
・
1
8
）
で
あ
る
。
両
者
の
先
後
関
係
は
先
述
し
た
様
に
前
者
を
古
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
幾
何
学
構
成
は
双
色
子
1
期
の

彩
絵
陶
の
モ
チ
ー
フ
に
も
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
直
線
帯
を
斜
線
で
埋
め
る
雷
文
系
幾
何
学
文
は
東
北
朝
鮮
か
ら
沿
海
州
に
も
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

東
北
朝
鮮
で
層
位
的
に
検
証
さ
れ
て
い
る
様
に
、
雷
文
系
幾
何
学
文
は
王
胤
（
螺
旋
文
）
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
北
朝
鮮
か
ら
沿
海

州
に
か
け
て
は
、
西
浦
項
4
期
↓
ザ
イ
サ
ノ
フ
カ
↓
聴
罪
洞
↓
茂
山
虎
谷
の
順
に
雷
文
系
幾
何
学
文
の
退
化
過
程
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
西
北

朝
鮮
の
新
岩
果
期
の
も
の
は
・
こ
れ
ら
の
磐
退
化
し
た
段
階
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
舶
ま
た
・
よ
裏
方
形
態
を
示
し
た
も
の
と
し
て

は
、
時
期
の
下
っ
た
遼
東
半
島
の
上
馬
石
A
地
点
上
・
下
層
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
様
な
幾
何
学
文
に
認
め
ら
れ
る
類
似
性
は
遼
東
半
島
・
藩
論

地
区
か
ら
西
北
朝
鮮
一
帯
の
地
域
圏
に
加
え
、
三
江
平
原
・
牡
丹
江
流
域
、
沿
海
州
、
東
北
朝
鮮
の
地
域
圏
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
各
々
の
地
域
圏
が
土
器
組
成
や
土
器
形
態
に
個
々
の
地
域
性
を
示
し
な
が
ら
も
、
相
互
に
強
い
交
流
の
あ
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
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れ
る
の
で
あ
り
、
広
範
な
土
器
地
域
圏
の
変
容
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
、
小
珠
山
上
層
期
に
あ
た
り
山
東
龍
山
文
化
に
併
行
し
て
い
る
。
小

珠
山
上
層
期
以
降
の
遼
東
を
中
心
と
す
る
地
域
圏
の
在
地
的
特
性
は
こ
の
変
様
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
前
代
以
来
の
地
域
圏
を
基
盤
と
し
て
成

り
立
っ
て
い
る
。
更
に
中
國
東
北
地
方
の
地
域
圏
の
鼎
立
し
た
情
況
を
崩
す
こ
の
動
き
は
、
朝
鮮
半
島
全
体
の
地
域
圏
の
変
容
と
関
連
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
さ
て
、
朝
鮮
北
部
と
の
類
似
性
を
示
し
な
が
ら
地
域
圏
を
存
続
さ
せ
る
遼
東
に
対
し
、
常
に
対
立
的
情
況
を
示
す
遼
西
は
、
隔
・
甑
を
中
心

と
す
る
土
器
組
成
を
持
ち
、
中
原
的
青
銅
器
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
遼
西
は
、
夏
家
宝
下
層
文
化
後
期
以
降
、
暴
飲
子
類
型
、
夏
鳶
店

上
層
文
化
に
移
行
す
る
に
つ
れ
、
同
歯
種
構
成
を
示
し
な
が
ら
も
次
第
に
質
が
粗
製
化
し
て
お
り
、
中
原
文
化
と
の
隔
絶
を
切
っ
掛
け
と
し
て

地
域
的
独
自
性
を
形
成
す
る
に
至
る
。
こ
れ
は
周
代
社
会
の
歴
史
的
状
況
に
も
反
映
し
て
お
り
、
こ
の
在
地
的
展
開
こ
そ
が
夏
家
店
上
層
文
化

時
期
に
遼
寧
式
銅
剣
文
化
の
成
立
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
共
に
内
在
的
発
展
方
向
は
藩
陽
地
区
に
夏
霞
店
上
層
文
化
に
属
す
る
新
楽
上

層
を
成
立
せ
し
め
、
こ
こ
に
初
め
て
遼
河
を
越
え
た
地
域
圏
の
拡
大
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
爾
・
顯
を
中
心
と
す
る
土
器
組
成
は
、

渾
河
・
松
河
江
を
通
じ
て
吉
長
地
区
へ
の
伝
播
を
は
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
揚
足
平
原
に
は
夏
家
店
上
層
期
に
併
行
し
て
扇
を
持
つ
白
金
宝
類

型
の
成
立
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
伝
播
系
路
は
明
確
で
は
な
い
が
、
共
棲
関
係
か
ら
し
て
も
、
遼
西
の
当
家
店
上
層
文
化
の
拡
散
現
象
の
中
で
捉

え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
④

　
さ
て
、
李
康
承
は
、
青
銅
器
を
中
心
に
夏
家
店
上
層
文
化
と
遼
寧
式
銅
剣
文
化
と
い
う
文
化
設
定
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
対
立
的
様
相
と
し
て

把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
遼
寧
内
で
の
地
域
差
と
時
期
差
を
無
視
し
た
が
故
の
議
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
設
定
さ
れ
た
両
文
化
は
、
大

き
く
言
っ
て
遼
寧
式
銅
剣
の
有
無
を
も
と
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
編
年
的
検
討
を
避
け
た
た
め
、
本
来
、
夏
家
店
上
層
段
階
で
発
生
し
た

遼
寧
式
銅
剣
を
、
発
生
期
段
階
以
前
と
以
後
と
で
別
々
の
文
化
体
系
と
見
倣
す
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
遼
西
・
遼
東
に
普
遍
的
に

存
在
す
る
遼
寧
式
銅
剣
を
以
て
一
つ
の
文
化
圏
を
設
定
し
、
そ
れ
以
前
か
．
ら
存
在
し
た
遼
西
の
夏
五
心
上
層
文
化
を
別
の
文
化
と
し
て
設
定
し

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
遼
寧
式
鋼
剣
の
編
年
的
検
討
か
ら
み
れ
ば
、
そ
の
初
現
は
遼
西
の
夏
家
店
上
層
段
階
に
あ
り
、
そ
れ
が
遼
東
各
地
へ
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伝
播
し
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
遼
西
で
は
、
夏
膠
腫
下
層
段
階
で
青
銅
器
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
消
化
発
展
さ
せ
た
の
が
、
夏
家

子
上
層
段
階
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
夏
家
店
上
層
時
期
、
遼
西
か
ら
藩
陽
地
区
は
　
つ
の
類
似
し
た
土
器
地
域
圏
を
形
成
し
、
吉

長
地
区
も
遼
西
的
な
土
器
組
成
を
示
す
過
渡
期
に
あ
り
、
青
銅
器
の
伝
播
段
階
に
あ
た
る
。
一
方
、
こ
の
段
階
、
遼
東
半
島
は
従
来
の
頗
を
中

心
と
す
る
土
器
組
成
の
も
と
に
独
自
な
展
開
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
遼
寧
式
銅
剣
の
伝
播
時
期
は
、
美
松
里
酒
壷
に
伴
う
遼
東
半
島
の
例
や
、

藩
陽
地
区
・
吉
長
地
区
で
の
遼
寧
式
銅
剣
の
出
土
例
に
知
ら
れ
る
様
に
、
上
馬
石
A
地
点
上
層
期
に
あ
た
る
。

　
改
め
て
遼
寧
式
銅
剣
を
中
心
と
す
る
青
銅
器
文
化
の
伝
播
状
況
を
聞
題
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
各
地
で
の
在
地
的
な
土
器
様
相
・
生
活
様
式
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

適
合
す
る
形
で
、
在
地
的
な
展
開
を
果
た
し
て
い
る
。
林
淫
が
示
し
た
様
に
遼
東
半
島
と
吉
長
地
区
で
の
遼
寧
式
銅
剣
の
退
化
過
程
上
の
系
譜

的
違
い
や
、
背
斜
平
原
で
の
銅
斧
を
中
心
と
す
る
銅
器
文
化
の
展
開
、
朝
鮮
半
島
で
の
細
形
銅
剣
の
発
展
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
筆

す
べ
き
は
、
青
銅
器
文
化
が
新
石
器
時
代
以
来
の
動
き
の
少
な
い
地
域
圏
を
越
え
る
形
で
拡
大
す
る
状
況
と
、
そ
れ
に
相
器
つ
た
形
あ
る
い
は

そ
れ
に
先
行
す
る
形
で
、
扇
を
中
心
と
す
る
土
器
組
成
の
変
化
、
す
な
わ
ち
生
活
様
式
の
変
革
が
広
が
っ
て
い
っ
た
動
向
に
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
過
程
は
必
ず
し
も
青
銅
器
文
化
の
伝
播
状
況
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
く
、
在
地
性
の
強
い
遼
東
半
島
か
ら
西
北
朝
鮮
、

東
北
朝
鮮
、
三
江
平
原
・
牡
丹
江
流
域
が
一
つ
の
盾
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
爾
を
中
心
と
す
る
土
器
組
成
は
、
告
長
地
区
や
松
緻
平
原
と
い
う

北
部
方
面
へ
の
み
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
東
北
朝
鮮
の
西
浦
項
2
期
に
み
ら
れ
る
菱
形
文
と
短
斜
線
文
の
複
合
文
様
を
有

す
る
土
器
を
以
て
、
西
浦
項
2
期
と
三
江
平
原
の
新
開
流
上
層
の
併
行
闘
係
を
想

定
す
る
な
ら
ば
、
西
浦
項
2
期
の
複
合
文
様
は
西
朝
鮮
の
智
塔
里
1
号
住
居
祉
に

通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
西
朝
鮮
特
有
の
複
合
文
様
に
類
似
し
た
も
の
が

遼
東
半
島
円
珠
山
中
薬
圃
（
第
四
圏
9
）
に
み
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
に
併
行
性
を

想
定
し
て
い
く
と
、
黒
龍
江
省
の
隆
起
文
土
器
や
刺
突
文
土
器
は
、
遼
東
半
島
小

珠
霞
中
層
期
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
金
用
耳
・
徐
国
泰
「
西
浦
項
原
始
遺
跡
発
掘
報
告
」
（
『
考
古
民
俗
論
文
集
』
四

　
一
九
七
二
年
）
。

③
　
を
号
讐
「
。
T
司
ヰ
誹
新
石
雅
博
代
電
環
文
様
土
器
遺
跡
客
年
代
司
対
苛
鱗
」

　
（
『
考
古
民
俗
論
文
集
』
六
　
一
九
七
五
年
）
。

④
　
李
康
承
「
遼
寧
地
方
潮
青
銅
器
文
化
」
（
『
韓
国
考
古
学
報
』
六
　
…
九
七
九
年
）
。

⑥
　
林
淫
「
中
圏
東
北
系
銅
剣
初
諭
」
（
『
考
古
学
報
』
一
九
八
○
年
第
ご
期
）
。
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個
別
地
域
の
先
史
土
器
編
年
の
呈
示
か
ら
始
め
、
遼
東
半
島
土
器
編
年
を
も
と
に
、
各
地
域
相
互
の
立
憲
関
係
、
土
器
推
移
の
相
似
性
あ
る

い
は
周
辺
諸
地
域
と
の
関
連
の
中
か
ら
、
中
国
東
北
地
方
に
お
け
る
土
器
編
年
網
を
確
立
し
た
と
考
え
る
。
こ
の
土
羅
編
年
網
こ
そ
、
朝
鮮
・

碍
本
に
お
け
る
新
石
器
時
代
か
ら
青
銅
器
時
代
へ
の
推
移
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
諸
地
域
の
年
代
観
を
含
め
た
東
北
ア
ジ
ア
的
動
向
を
押
さ
え
る

基
礎
的
編
年
観
と
な
り
え
よ
う
。
本
稿
の
一
つ
の
目
的
に
、
東
ア
ジ
ア
的
視
点
を
持
つ
た
め
の
基
礎
的
編
年
観
を
確
立
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
編
年
網
の
上
に
、
中
国
東
北
地
方
の
土
器
地
域
圏
の
変
容
を
示
し
、
新
石
器
時
代
か
ら
青
銅
器
時
代
へ
の
変
遷
過
程

の
特
徴
を
表
わ
し
た
。
こ
れ
は
、
土
器
地
域
圏
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
要
因
、
あ
る
い
は
変
容
を
促
し
た
動
因
の
説
明
に
欠
け
る
も
の
の
、
こ

の
種
の
解
釈
は
、
自
然
環
境
・
生
業
体
系
を
含
め
た
社
会
性
の
追
求
を
待
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
歴
史
的
な

現
象
面
を
認
識
し
え
た
に
と
ど
め
、
最
後
に
、
そ
の
現
象
面
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
結
語
と
し
た
い
。

　
当
初
、
遼
西
、
遼
東
、
黒
龍
江
省
と
い
う
三
土
器
地
域
圏
の
鼎
立
し
た
状
況
が
存
在
す
る
。
こ
の
状
況
が
変
化
す
る
の
は
、
ま
ず
山
東
龍
山

文
化
併
行
の
小
回
山
上
層
期
に
あ
る
。
遼
東
か
ら
東
北
朝
鮮
、
三
江
平
原
・
牡
丹
江
流
域
そ
し
て
沿
岸
州
に
至
る
雷
文
系
幾
何
学
文
土
器
を
特

徴
と
す
る
広
範
な
地
域
圏
の
成
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
前
段
階
で
あ
る
小
聖
山
中
三
期
・
呉
家
村
期
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
の
土
器
地
域
圏

の
変
容
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
広
鰯
な
地
域
圏
は
、
一
つ
に
は
遼
東
、
そ
し
て
一
つ
に
は
東
北
朝
鮮
か
ら
三
江

平
原
・
牡
丹
江
流
域
と
い
う
主
と
し
て
二
つ
の
地
域
的
特
性
を
持
つ
ま
と
ま
り
の
上
に
、
雷
文
系
幾
何
学
文
土
器
に
よ
っ
て
包
括
的
に
認
識
さ

れ
た
土
器
地
域
圏
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
新
石
器
時
代
を
通
じ
て
、
遼
西
と
遼
東
の
対
立
し
た
様
相
、
そ
し
て
松
緻
平
原
は
不
明
な
も
の

の
三
江
平
原
・
牡
丹
江
流
域
に
み
ら
れ
る
三
つ
の
土
器
地
域
圏
は
存
続
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
間
、
遼
西
は
中
原
と
の
、
遼
東
は
山
東

と
の
交
渉
を
多
と
す
る
。
遼
東
に
お
け
る
大
波
口
文
化
の
影
響
は
質
的
に
根
本
的
変
革
を
促
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
続
く
山
東
龍
山
文
化
の

影
響
は
遼
東
半
島
を
龍
山
文
化
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
も
の
の
、
遼
東
と
し
て
の
在
地
性
を
温
存
さ
せ
て
い
る
の
は
沿
海
州
に
ま
で
至
る
広
範
な



中国東北地方における先史土器の編年と地域性（宮本）

地
域
圏
の
成
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
こ
の
時
期
以
降
、
山
東
の
影
響
の
排
除
さ
れ
た
段
階
で
遼
東
の
在
地
性
が
顕
在
化
し
て

い
く
の
で
あ
る
。
決
定
的
な
地
域
圏
の
崩
壊
は
、
新
石
器
時
代
段
階
で
あ
る
程
度
存
続
し
た
土
器
地
域
圏
を
凌
駕
す
る
形
で
、
爾
を
中
心
と
す

る
土
器
組
成
の
変
革
が
広
が
っ
て
い
く
現
象
に
み
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
段
階
が
春
秋
期
に
お
け
る
青
銅
器
文
化
の
拡
散
現
象
と
重
な
っ
て
い

る
点
が
重
視
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
春
銅
器
時
代
の
到
来
が
明
ら
か
に
新
石
器
時
代
の
土
器
地
域
圏
を
越
え
て
、
よ
り
広
範
な
土
器
地
域
圏
を

形
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
藩
陽
地
区
、
吉
長
地
区
、
松
徽
平
原
が
そ
う
で
あ
る
。
～
方
、
遼
東
半
島
・
西
北
朝
鮮
に
は
、
青
銅
器
は
伝
播
し
て

い
る
も
の
の
、
扇
を
中
心
と
す
る
土
器
組
成
の
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
在
地
性
の
強
い
遼
東
半
島
か
ら
西
北
朝
鮮
、
更
に
東
北
朝
鮮
、
三
江

平
原
・
牡
丹
江
流
域
に
か
け
て
の
広
範
な
土
器
地
域
圏
に
は
ば
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
遼
西
的
な
土
器
組
成
の
変
革
は
藩
陽
地
区
以
北
に
限
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
最
後
ま
で
強
い
在
地
性
を
示
す
遼
東
半
島
か
ら
西
北
朝
鮮
は
、
そ
の
地
域
圏
を
凌
駕
す
る
動
き
が
青
銅
器
文
化
段

階
に
於
て
も
為
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
燕
文
化
の
流
入
後
、
明
刀
銭
や
戦
国
銅
器
の
広
が
っ
て
い
く
地
点
が
西
北
朝
鮮
ま
で
に
限
ら
れ
る
こ

と
も
、
従
来
の
土
器
地
域
圏
内
で
の
伝
播
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
中
原
の
文
物
が
先
史
以
来
の
地
域
圏
を
破
る
形
で
西
北
朝
鮮
を
越
え
て
本

格
的
に
朝
鮮
半
島
に
流
入
す
る
の
は
、
秦
漢
帝
国
の
成
立
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
　
京
都
市
左

　
謝
辞
　
本
稿
は
京
都
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
昭
和
五
八
年
度
修
士
論
文
の
一
部
を
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
作
製
に
あ
た
っ
て
、
未
発
表
資

料
の
閲
覧
を
御
許
し
い
た
だ
く
と
共
に
、
様
々
な
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
澄
田
正
一
・
小
野
山
節
の
両
先
生
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
樋
口
隆

康
、
林
巳
奈
夫
、
察
蟹
草
の
各
先
生
、
岡
内
三
藁
、
宇
野
隆
夫
両
氏
を
は
じ
め
と
す
る
考
古
学
研
究
室
の
諸
属
、
な
ら
び
に
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ

ン
タ
…
の
諸
兄
に
は
多
く
の
御
世
話
と
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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The　Chronology　and　Regional　Particularity　of　the　Earthenware

　　　　　　　　　　　in　Manchuria　in　the　Prehistoric　Age．

by

Kazuo　Miyamoto

　　The　author　chronologizes　the　earthenware　in　each　areas　of　Manchuria，

particu韮arly　ill　the　Liaodong遼東：Peninsula，　through　considering　the　sim－

ilarity　of　the　style　and　its　changing　process　of　the　earthenware　of　each

areas　and　the　relation　with　other　regions　around　tltere．　Next　he　shows

the　change　of　the　area　where　each　style　of　the　earthenware　was　found，

and　characterizes　its　transformation　from　the　Neolithic　age　to　the　Bronze

Age．　Threugh　the　Neolithic　age　the　Liaox1　isFpt，　Liaodong　and　the　pro－

vince　of　HeilongYang　E，．“Eir　had　own　style　of　the　earthenware　each　other，

but　at　the　end　of　the　Neolithic　age　its　geographical　distribution　partially

changed　and　at　the　Bronze　Age　definiteiy　collapsed．　When　the　bronze

ware　spread　from　Liaoxi　to　Liaodong　and　the　province　of　Heilongjiang，

the　new　composition　of　the　earthenware　spread　beyond　the　area　where

the　old　style　ones　had　been　found，　and　the　geographical　distribution　ex－

panded．　Nevertheless　the　change　of　the　geographicai　distribution　at　the

end　of　the　Neolithic　age　prevented　the　reform　of　the　co皿position　of　the

earthenware　from　reaching　the　Liaodong　Penlnsula　and　the　Korean　Penin－

sula．　The　area　from　the　Liaodong　Peninsula　to　the　northwest　of　Korea

where　own　style　was　found　set　limits　to　the　sphere　of　influence　of　the

culture　of　Yan燕within　its　own　area．　The　civilization　of　Zhongyuan

中原did　not且ow　into　the　Korean　Peninsula　on　a　full　scale　until　Qin

and　Han　Dynasties　were　established．　As　mentioned　above，　the　confirma－

tion　of　the　chronology　in　the　region　in　question　offers　a　fundamental

framework　in　order　to　study　the　prehistoric　society　in　Northeast　Asia．

（334）




